
今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：三春中学校開校式　校旗授与のようす）

● 第２回三春時代行列開催／お世話になります／三春町の今年の予算
　田高トピック／教育情報ステーション／三春病院ニュース／まちのわだい

新
し
い
中
学
校
に

　
　
　

夢
ふ
く
ら
ま
せ



　
三
春
中
学
校
、
沢
石
中
学
校
、
桜
中
学
校
、

要
田
中
学
校
の
４
校
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
新

し
い
三
春
中
学
校
の
開
校
式
が
４
月
６
日
に
行

わ
れ
、
生
徒
が
新
た
な
学
び
や
で
の
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
開
校
式
で
は
、
学
校
支
援
者
の
影
山
勝
夫
さ

ん
が
鈴
木
町
長
に
校
旗
を
贈
呈
し
、
鈴
木
町
長

か
ら
添
田
校
長
、
生
徒
代
表
の
大
山
遥
香
さ
ん

に
校
旗
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
校
旗
を
授
与
さ
れ
た
大
山
さ
ん
は
「
４
つ
の

学
校
の
良
さ
を
集
め
、
高
め
合
い
な
が
ら
新
し

い
伝
統
を
つ
く
り
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
夢
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
に
東
京
都
か
ら
贈
ら
れ
た
桜
の

苗
木
の
植
樹
式
、
武
道
場
開
き
も
行
わ
れ
、
開

校
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

三
春
中
学
校
で
開
校
式
・

　
　
　

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

２
日
後
の
４
月
８
日
に
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、

１
３
６
名
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　
新
入
生
の
み
な
さ
ん
は
入
場
の
時
は
、
緊
張
し
て
い

る
面
持
ち
で
し
た
が
、
次
第
に
緊
張
も
と
け
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　
誓
い
の
こ
と
ば
で
は
、
橋
本
優
健
さ
ん
か
ら
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
に
対
す
る
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 
三
春
中
学
校
開
校
式

◆ 

三
春
中
学
校
入
学
式

大山遥香さんによる誓いのことば

鈴木町長への校旗贈呈のようす添田校長のあいさつ

植樹式のようす

武道場開きのようす

新入生入場新入生呼名

橋本優健さんによる誓いのことば校歌披露
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三
春
の
時
代
を
彩
る
行
列
、
郷
土
芸
能
や
山
車
・
花
車
の
競
演

　
第
２
回
三
春
時
代
行
列

　

昨
年
実
施
し
た「
三
春
春
ま
つ
り
」の
名
称
を
変
更
し
、第
２
回
目
と
な
る「
三
春
時
代
行
列
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
古
い
に
し
え

の
三
春
の
歴
史
を
彩
っ
た
平
安
・
戦
国
・
幕
末
の
各
時
代
を
行
列
で
再
現
す

る
と
と
も
に
、
各
地
区
の
山
車
・
花
車
の
競
演
や
三
春
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
富
岡
町
や
葛

尾
村
の
皆
さ
ん
に
よ
る
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

◆ 

日
時　
５
月
５
日
（
日
・
こ
ど
も
の
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　

 
※ 
雨
天
の
場
合
は
、
６
日
（
月
）
に
順
延

◆ 

場
所　
中
心
市
街
地

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆ 

午
前
10
時
15
分　
出
陣
式

　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
脇
駐
車
場
）

◆ 

午
前
11
時　
時
代
行
列
（
三
春
町
役
場

→
お
ま
つ
り
道
路
（
大
町
）
→
中
町
→
元
・

職
人
横
丁
→
荒
町
→
お
ま
つ
り
道
路
→
三
春

交
流
館
「
ま
ほ
ら
」）

見
ど
こ
ろ
❶ 

時
代
行
列

　

昨
年
の
平
安
・
戦
国
時
代
に
加
え
て
、

幕
末
の
三
春
の
教
育
な
ど
に
か
か
わ
っ
た

人
物
な
ど
を
再
現
し
ま
す
。
歴
史
民
俗
資

料
館
の
特
別
展
と
連
動
し
た
行
列
と
な
り

ま
す
。

◆ 

午
後
１
時　
演
舞　
（
大
町
四
ツ
角
）

　

問い合わせ先　三春時代行列実行委員会事務局（三春町観光協会内）　☎62-3690
　　　　　　　　　		産業課商工観光グループ　	☎ 62-3960

◆ 

午
後
１
時
45
分　
郷
土
芸
能
競
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
大
町
四
ツ
角
）

○ 

葛
尾
村　

三
匹
獅
子

○ 

富
岡
町　

麓
山
神
社
御
神
楽
舞

○ 

三
春
町　

山
車
・
花
車
競
演
（
大
町
・

中
町
・
新
町
）

見
ど
こ
ろ
❷ 

各
時
代
衣
装
に
よ
る
演
舞

　

平
安
・
戦
国
・
幕
末
の
各
時
代
衣
装
に

身
を
包
み
、
演
舞
を
披
露
し
ま
す
。
演
出・

振
付
は
、
日
本
舞
踊 

飛
鳥
流
3
代
目
家
元

の
飛
鳥
左
近
さ
ん
で
す
。

見
ど
こ
ろ
❸ 

山
車
の
競
演

　

神
社
の
祭
礼
で
登
場
す
る
山
車
を
今
回

は
特
別
に
披
露
し
ま
す
。
大
町
・
中
町
・

新
町
に
伝
わ
る
山
車
の
運
行
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

見
ど
こ
ろ
❹ 

富
岡
と
葛
尾
と
の
郷
土
芸
能

　

三
春
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
富
岡
町
と

葛
尾
村
の
郷
土
芸
能
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
演
舞
の
た
め
に
、
遠
く
か
ら
も
お

越
し
い
た
だ
き
ま
す
。

交
通
規
制

　

会
場
周
辺
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

車
で
お
越
し
の
際
は
、
運
動
公
園

（
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
大
字
貝
山
字
泉
沢

１
０
０
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
駐
車

場
か
ら
会
場
ま
で
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。交通規制と案内図

昨年の時代行列のようす
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平
成
25
年
度
の
６
地
区
の
交
流

館
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

地
区
交
流
館
は
、
各
地
区
の
生

涯
学
習
活
動
の
拠
点
で
す
。
交
流

の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
館
日
は
各
交
流
館
週

３
日
で
す
。
ご
利
用
の
際
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。　
　
　

 （
敬
称
略
）

浦山日出夫
沢石会館

☎ 62-8472

市川幸正
要田地区交流館大平荘

☎ 62-6472

橋本清二
御木沢地区公民館

☎ 62-8471

真壁岩友
岩江センター

☎ 024-942-0092

滝波義久
中妻地区公民館

☎ 62-1181

真壁稔
中郷地区交流館

☎ 62-6125

お
世
話
に
な
り
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
と
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
方
々

で
す
。
町
へ
の
要
望
や
意
見
な
ど
は
区
長
さ
ん
へ
お
話
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆ 

三
春

　
村
上　
弘　
　
（
大
町
）

　
久
保　
博　
　
（
中
町
）

　
佐
藤
佳
亮　
　
（
八
幡
町
１
）

　
橋
本
奉
明　
　
（
八
幡
町
２
）

　
村
越
清
助　
　
（
八
幡
町
３
）

　
吉
田　
清　
　
（
荒
町
上
）

　
佐
藤
誠
之　
　
（
荒
町
下
）

　
降
矢
通
英　
　
（
北
町
）

　
山
崎　
正　
　
（
新
町
１
）

　
岩
間
甚
榮　
　
（
新
町
２
）

　
服
部　
昇　
　
（
新
町
３
）

　
小
川
秀
悅　
　
（
八
島
台
１
）

　
村
田
紀
佳　
　
（
八
島
台
２
）

　
千
葉
喜
好　
　
（
八
島
台
３
）

◆ 

沢
石

　
佐
久
間
藤
人　
（
実
沢･

青
石
）

　
渡
邉　
卓　
　
（
富
沢
）

◆ 

要
田

　
佐
久
間
定
男　
（
熊
耳
）

　
國
分
一
吉　
　
（
南
成
田
）

　
大
内
政
満　
　
（
北
成
田
）

　
大
久
保
信
一　
（
庄
司
）

◆ 

御
木
沢

　
中
尾
茂
一　
　
（
元
町
）

　
志
賀　
高　
　
（
栄
町
）

　
村
田
清
人　
　
（
平
沢
１
）

　
村
田
倉
次　
　
（
平
沢
２
）

　
小
山
忠
寛　
　
（
御
祭
３
）

　
渡
辺
正
春　
　
（
御
祭
４
）

　
渡
邉
清
市　
　
（
七
草
木
）

◆ 
岩
江

　
宮
田
忠
重　
　
（
山
田
）

　
安
齊
芳
夫　
　
（
上
舞
木
）

　
伊
丹
勇
次
郎　
（
下
舞
木
１
）

　
影
山　
榮　
　
（
下
舞
木
２
）

　
長
谷
川
晉　
　
（
下
舞
木
３
）

　
田
中
公
雄　
　
（
下
舞
木
４
）

◆ 

中
妻

　
松
崎
寛
文　
　
（
鷹
巣
）

　
鈴
木
好
男　
　
（
斎
藤
）

　
佐
藤
守
男　
　
（
沼
沢
）

　
千
葉
喜
代
美　
（
西
方
）

◆ 

中
郷

　
橋
本
壽
之　
　
（
滝
）

　
鈴
木
政
一　
　
（
柴
原
）

　
武
田
次
夫　
　
（
込
木
）

　
村
上
正
幸　
　
（
芹
ケ
沢
）

　
橋
本
政
利　
　
（
貝
山
）

　
渡
辺
幸
二　
　
（
春
沢
）

　
影
山
孫
也　
　
（
狐
田
）

　
過
足
重
治　
　
（
過
足
）

　
渡
邉
建
也　
　
（
根
本
）

　
村
上
義
徳　
　
（
樋
渡
）

　
池
田
友
昭　
　
（
蛇
石
）

消
防
団
幹
部

　

明
る
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る

た
め
、
地
域
の
防
火
・
防
災
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で

す
。　
　
　
　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

◆ 

本　
部

　
団
長　
　
　
橋
本
善
次

　
副
団
長　
　
石
井
公
義

　
分
団
長　
　
赤
井
幸
夫

　
分
団
長　
　
村
上
輝
男

◆ 

三
春
分
団

　
分
団
長　
　
神　
　
晃

　
副
分
団
長　
内
藤
耕
力

◆ 

沢
石
分
団

　
分
団
長　
　
佐
久
間
島
宏

　
副
分
団
長　
佐
久
間
清
隆

◆ 

要
田
分
団

　
分
団
長　
　
榎
本
英
基

　
副
分
団
長　
市
川
勝
宏

◆ 

御
木
沢
分
団

　
分
団
長　
　
小
山　
博

　
副
分
団
長　
大
内
健
一

◆ 
岩
江
分
団

　
分
団
長　
　
細
川
正
和

　
副
分
団
長　
小
林　
学

◆ 

中
妻
分
団

　
分
団
長　
　
今
泉
進
一

　
副
分
団
長　
笹
島
孝
幸

◆ 

中
郷
分
団

　
分
団
長　
　
村
上
正
弘

　
副
分
団
長　
橋
本
寿
樹

地
区
交
流
館
長

各
地
区
区
長

地
区
交
流
館
の
役
割

　

地
区
交
流
館
は
、
地
方
自
治
法
お

よ
び
社
会
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
教
養
の
向
上
、
生

活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進

並
び
に
町
民
の
交
流
活
動
の
促
進
を

目
的
と
し
て
お
り
、
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
協
会
と
連
携
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
地
区
交
流
館
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
左
記
の
地
区
交
流
館
ま
た

は
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」（
☎
62-

３
８
３
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ先　各地区区長・消防団幹部／総務課		自治防災グループ　☎62-1114
　　　地区交流館長／生涯学習課		交流館グループ　☎62-3837 4



人
権
擁
護
委
員
制
度
を
御
存

　

じ
で
す
か

　

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い
て
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１
日

に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。  

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
な
か
に
あ
っ

て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で

あ
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
を

記
念
し
て
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
毎
年
６
月
１
日
を
中
心
に

一
層
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
行
い
、
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

員
が
皆
さ
ん
の
町
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

▼ 

三
春
町
の
人
権
擁
護
委
員　

　

七
海
浩
一
さ
ん
、
橋
本
多
美
子
さ
ん
、
松

崎
正
夫
さ
ん
、
吉
田
ト
モ
子
さ
ん
、
加
藤
康

子
さ
ん
の
５
名
で
す
。

▼ 

無
料
人
権
相
談
所
の
開
催

▼ 

日
時　
６
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　
　
　

☎ 

０
２
４-

９
６
２-

４
５
０
０

　
　
　

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
２
６

　

総
務
省
で
は
、
三
春
町
を
担
当
す
る
行
政
相
談

委
員
と
し
て
、
次
の
方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
も

の
で
、
役
所
（
国
・
県
・
市
町
村
）
の
仕
事
を
は

じ
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い

て
の
み
な
さ
ん
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付

け
、
み
な
さ
ん
と
役
所
な
ど
と
の
間
に
立
っ
て
、

そ
の
解
決
を
促
す
よ
う
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

５
月
１
日
（
水
）
か
ら
31
日
（
金
）
ま
で
「
福

島
さ
わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
定
例
相
談
を
毎
月

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
相
談
委

員
は
、
年
間
を
通
し
て
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

定
例
相
談

▼ 

日
時　
５
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～
12
時

▼ 

場
所　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
南
町)

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

▼ 

三
春
町
の
行
政
相
談
員

長谷川ミサ子さん
（再任）
八島台

☎ 62-6107

湯峰初夫さん
（新任）
御木沢

☎ 62-2391

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
（
５
月
１
日
〜
31
日
）

 
に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

中
郷
地
区
の
紹
介

岩江
中妻
要田

三春

沢石
御木沢
中郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 ５月開催日
13日・20日・27日　　
7日・14日・21日・28日
　　　　　　　　　
1日・15日・22日・29日
1日・8日・15日・22日
2日・9日・16日・23日
10日・17日・24日・31日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

今
回
は
中
郷
地
区
交
流
館
の
に
こ
に
こ
元
気
塾
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
郷
地
区
交
流
館
は
、
現
在
18
名
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
中
郷
小
学
校
や
幼
稚
園
と
隣
接
し
て
お
り
、
風
に
乗
っ

て
か
わ
い
い
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
時
に
は
小
学
生
に
昔
の

中
郷
の
様
子
を
話
し
た
り
、
幼

稚
園
児
と
歌
を
歌
っ
て
交
流
を

し
て
い
ま
す
。

　
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
の
見
学
や
申
込
み
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

佐
藤
フ
ク
ヨ
さ
ん
（
芹
ケ
沢
）

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の

で
今
年
94
歳
に
な
り
ま
し
た
。

に
こ
に
こ
元
気
塾
に
参
加
し

て
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、

元
気
も
一
層
増
し
て
頑
張
る

勇
気
も
出
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

過
足
ツ
ル
ヨ
さ
ん
（
過
足
）

に
に
こ
に
こ
元
気
塾
に
来
て

色
々
な
こ
と
を
知
り
本
当
に
楽

し
い
で
す
。
運
動
や
口
腔
、
栄

養
の
こ
と
な
ど
勉
強
に
な
り
生

活
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※ ３日（金）は祝日のため、６日（月）は振替休日のためお休みです。

熊
田
ヨ
シ
子
さ
ん
（
込
木
）

に
こ
に
こ
元
気
塾
に
参
加
し
、

皆
さ
ん
と
楽
し
く
話
を
し
た
り

運
動
し
た
り
、
生
活
に
張
り
合

い
が
出
ま
し
た
。

伊藤管理栄養士の指導により、調
理実習をしました。美味しいご飯
を前にして皆さんおなかペコペコ。

星病院健康運動指導士の松井先生による
運動指導の様子です。「ハイ、皆さん頑
張って」
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　　　平成 25 年４月に開校した新三春中学校

一般会計
歳入総額

67億6,720万円
（100.0％）

自主財源
25億2,452万円
（37.3％）

町税
16億611万円
（23.7％）

分担金及び負担金
4,427万円
（0.7％）

使用料及び手数料
1億1,232万円
（1,7％）

寄附金
1万円（0.0％）

財産収入
4,886万円（0.7％）
繰入金

4億6,920万円
（6.9％）

繰越金
6,000万円
（0.9％）

諸収入
1億8,375万円
（2.7％）

地方交付税
24億1,921万円
（35.7％）

依存財源
42億4,268万円
（62.7％）

国庫支出金
5億6,430万円
（8.3％）

県支出金
4億9,817万円
（7.4％）地方譲与税

1億1,080万円（1.6％）

町債
4億7,420万円
（7.0％）

地方特例交付金
490万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
40万円（0.0％）
配当割交付金

170万円（0.0％）
利子割交付金

470万円（0.1％）

交通安全対策特別交付金
220万円（0.0％）

自動車取得税交付金
1,770万円（0.3％）

地方消費税交付金
1億4,440万円（2.1％）

◆ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

予
算
総
額

　

予
算
総
額
は
、
１
５
７
億
８
、４
４
６
万

円
と
な
り
、
平
成
24
年
度
と
比
較
す
る
と

12
億
７
３
１
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

８
・
３
㌫
増

▼ 

一
般
会
計
の
予
算
規
模

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
、

67
億
６
、７
２
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

24
年
度
と
比
較
す
る
と
２
億
１
、６
２
６
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

３
・
１
㌫
減

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
主
な
財
源
と

し
て
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
や
公
園
の
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
仕
事
を
行
う
た

め
の
会
計
で
す
。
多
く
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス

は
、
こ
の
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
と
は

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
、
地

方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
病
院
や
水
道
事
業

の
よ
う
に
、
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り
経
営
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

一
般
会
計
と
は

特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
町
営
バ
ス
の
よ
う
に
、

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
に
よ

り
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

▼ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

一
般
会
計
予
算
総
額
の
推
移
（
５
か
年
）

平
成
25
年
度
三
春
町
の
当
初
予
算

平
成
25
年
度
三
春
町
の
基
本
目
標
と
予
算
規
模
に
つ
い
て

◆ 

基
本
目
標

　

日
本
経
済
は
、
東
日
本
大
震
災
の
深
刻
な
打
撃
か
ら
立
て

直
し
が
図
ら
れ
る
な
か
、
復
興
需
要
な
ど
の
内
需
が
け
ん
引

し
、
ま
た
政
治
へ
の
期
待
感
な
ど
か
ら
景
気
の
足
取
り
は
緩

や
か
な
回
復
の
兆
し
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
不

安
定
な
欧
州
経
済
に
加
え
て
世
界
景
気
の
減
速
感
、
電
力
供

給
の
制
約
、
消
費
需
要
や
雇
用
賃
金
の
伸
び
悩
み
な
ど
の
懸

念
材
料
も
あ
り
、
依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
町
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
、
企
業
収
益
の
低

迷
や
固
定
資
産
税
の
減
収
等
に
よ
り
、
歳
入
の
根
幹
と
な
る

町
税
収
入
が
不
透
明
と
い
う
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
て
財

源
を
捻
出
し
な
が
ら
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
再
生
に
係
る
取

組
を
最
優
先
に
予
算
の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
に
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
社
会
保
障
関
連
、
本
町
の
重
要
課
題
で
あ
る
役
場
庁
舎
の
整
備
、
次
代
を

担
う
ひ
と
づ
く
り
の
分
野
な
ど
へ
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・
優
先
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

一
般
財
源
総
額
の
確
保
が
厳
し
い
中
に
あ
り
ま
す
が
、
事
業
量
を
確
保
し
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
予
算
編
成
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

予
算
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
知
恵
と
工
夫
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
全
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
課
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
や
議
会

の
皆
さ
ん
と
協
働
の
観
点
か
ら
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
生
活
の
身
近
な
安
全
・
安
心
を

守
り
、
町
民
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
豊
か
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

三
春
町
の
今
年
の
予
算

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
町営バス事業特別会計
放射性物質対策特別会計
病院事業会計
水道事業会計
下水道事業等会計
宅地造成事業会計

69億8,346万円
20億6,439万円
1億6,622万円
13億6,094万円

1,570万円
25億3,150万円

9,629万円
5億7,581万円
5億3,780万円
2億4,504万円

145億7,715万円

67億6,720万円
20億6,933万円
1億6,381万円
14億9,216万円

4,240万円
39億5,898万円

9,004万円
5億7,133万円
5億5,949万円
6,972万円

157億8,446万円

△   3.1％
0.2％

△   1.5％
   9.6％
  170.1％
56.4％

△   6.5％
△   0.8％
   4.0％

 △ 71.5％
8.3％

一　般　会　計
会　計　名 平成25年度 平成24年度 対前年比

特
別
会
計

企
業
会
計

総　　　　　計

0

10

20

30

40

50

60

70

80

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成25年度平成24年度

69億8,346万円 67億6,720万円
65億1,360万円 66億2,910万円

億円
75億9,988万円

　
　
　

年
度
の
町
の
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

町
の
財
政
や
事
業
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
身
近
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
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一般会計
歳入総額

67億6,720万円
（100.0％）

自主財源
25億2,452万円
（37.3％）

町税
16億611万円
（23.7％）

分担金及び負担金
4,427万円
（0.7％）

使用料及び手数料
1億1,232万円
（1,7％）

寄附金
1万円（0.0％）

財産収入
4,886万円（0.7％）
繰入金

4億6,920万円
（6.9％）

繰越金
6,000万円
（0.9％）

諸収入
1億8,375万円
（2.7％）

地方交付税
24億1,921万円
（35.7％）

依存財源
42億4,268万円
（62.7％）

国庫支出金
5億6,430万円
（8.3％）

県支出金
4億9,817万円
（7.4％）地方譲与税

1億1,080万円（1.6％）

町債
4億7,420万円
（7.0％）

地方特例交付金
490万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
40万円（0.0％）
配当割交付金

170万円（0.0％）
利子割交付金

470万円（0.1％）

交通安全対策特別交付金
220万円（0.0％）

自動車取得税交付金
1,770万円（0.3％）

地方消費税交付金
1億4,440万円（2.1％）

一般会計
歳出総額

67億6,720万円
（100.0％）

義務的経費
28億7,896万円
（42.5％）

人件費
12億3,740万円
（18.3％）

公債費
8億5,682万円
（12.7％）

扶助費
7億8,475万円
（11.6％）

単独事業費
2億9,732万円
（4.4％）

投資的経費
8億4,254万円
（12.5％）

補助費等
10億3,448万円
（15.3％）

繰出金
6億8,728万円
（10.2％）

投資・出資・貸付金
1億2,810万円
（1.9％）維持補修費

1億597万円
（1.6％）

補助事業費
5億4,522万円
（8.1％）

物件費
10億1,872万円
（15.1％）

災害復旧費
1万円
（0.0％）

積立金
5,116万円
（0.8％）

予備費
2,000万円
（0.3％）

その他の経費
30億4,570万円
（45.0％）

◆ 自主財源
　町が自ら収入することが
できるお金です。町税や施
設の使用料、窓口の手数料
などをいいます。
◆ 依存財源
　国や県から交付されるお
金や借金です。地方交付税
や補助金、町債などをいい
ます。

借
入
金
（
町
債
）
の
額
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
末
の
借
入
金
残
高
は
、
84
億
１
、８
６
５
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
建
設
事
業

債
の
残
高
は
54
億
２
、０
８
０
万
円
、
財
源
対
策
債
の
残
高
は
29
億
９
、７
８
５
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
財
源
対
策
債
の
残
高
に
つ
い
て
は
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
返
済
金
）
と
し
て

措
置
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
会
計
（
水
道
・
下
水
道
）
に
も
38
億
５
、３
４
７
万
円
の
借
入
金
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
借
金
は
、
地
方
債
や
起
債
と
呼
ば

れ
、
町
の
場
合
は
町
債
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
の
予
算
に
は
、
そ
の
年
度
に
使
う

お
金
は
、
そ
の
年
度
に
得
る
収
入
（
町
税
や

地
方
交
付
税
）
で
ま
か
な
う
こ
と
を
基
本
と

し
た「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
年
度
で
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
税
金
や
地
方
交
付
税

な
ど
だ
け
で
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
施

設
の
建
設
な
ど
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
す
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
よ
う
な

施
設
の
建
設
費
を
そ
の
年
度
に
住
ん
で
い
る

住
民
の
方
だ
け
が
負
担
す
る
よ
り
も
、
そ
の

施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
将
来
の
住

民
の
方
も
借
金
を
返
済
す
る
形
で
少
ず
つ
負

担
す
る
と
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
治
体
に
も
借
入
金
を
起
こ
せ

る
「
起
債
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
に
負
担
が
増
え
る
た
め
、
や

み
く
も
に
借
り
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

返
済
金
の
一
部
が
後
の
地
方
交
付
税
で
返
っ

て
く
る
よ
う
な
も
の
を
中
心
に
慎
重
な
借
り

入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

一般会計にみる

町民ひとり当たりの金額

★ 使われるお金
385,091 円

★ 負担する町税
 　　91,396 円

※ 人口 17,573 人で算出
（平成 25 年 4 月 1 日現在
 三春町現住人口）

◆ 義務的経費
　歳出のうち、その支出が義務づけられ任意に節減できな
い経費をいいます。極めて硬直性の強い経費です。一般に、
人件費、扶助費および公債費の合計をいいます。家計に例
えると、家賃や光熱水費、ローンの返済などに似ています。
必ず支払わなければならない経費です。
◆ 投資的経費
　歳出のうち、その支出が資本形成に向けられるものをい
います。一般に、普通建設事業費、災害復旧事業費および
失業対策事業費の合計をいいます。 家計に例えると、家や
車庫を建てるためのお金に似ています。

義務的経費
投資的経費

自主財源
依存財源

歳入歳出

町
債
と
は

0

20

40

60

80

100

120

140

160

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H23H22

86.75

132.23
128.23

122.26 114.73
108.36

102.63
90.00

96.19

年度

億円 財源対策債
建設事業債

85.22

H24 H25

84.19

▼ 

借
入
金
残
高
の
推
移
（
一
般
会
計
）

三春町の今年の予算

　

借
入
金
残
高
は
、
平
成
14
年
度
末
の

１
３
５
億
７
、５
５
７
万
円
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
、
９
年
間
で
50
億
５
、３
１
６
万
円
減

と
な
り
ま
し
た
。

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎62-2132
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役
場
南
側
駐
車
場
道
路
新
設
工
事

○ 

予　
算　
１
、５
７
５
万
円

○ 

主
管
課　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

役
場
駐
車
場
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
役

場
南
側
駐
車
場
に
道
路
を
新
設
し
、
併
せ
て

駐
車
場
を
拡
張
し
ま
す
。

新

三春町の今年の予算

平
成
25
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

町
有
施
設
の
修
繕
等
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
２

…
今
年
度
新
た
に
行
わ
れ
る
新
規
事
業
で
す
。

…
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
継
続
事
業
で
す
。

◎ 

放
射
能
物
質
対
策
特
別
会
計

　

  

放
射
性
物
質
の
測
定

○ 

予　
算　
３
、０
０
９
万
円

○ 

主
管
課　
除
染
対
策
課
ほ
か

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

放
射
線
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
事
業 

３
３
４
万
円

▽ 

食
品
等
放
射
能
測
定
事
業 　

 

１
、５
２
４
万
円

▽ 

学
校
給
食
等
食
材
検
査
事
業　
　
　
　
　

62
万
円

▽ 

井
戸
水
、
プ
ー
ル
等
水
質
検
査
事
業 

２
１
４
万
円

▽ 

町
民
の
健
康
管
理
事
業 　
　
　
　
　
　

５
０
２
万
円

▽ 

小
中
学
生
内
部
被
ば
く
量
検
査
事
業 

１
９
８
万
円

▽ 

農
業
系
汚
染
廃
棄
物
対
策
事
業 　
　

１
７
５
万
円

施
策
１

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る

除
染
等
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み

　

  
風
評
被
害
の
払
拭
へ
の
取
り
組
み

○ 
予　
算　
１
、２
９
６
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
ほ
か

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事
業 

５
４
６
万
円

▽ 

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業 

７
５
０
万
円

　

  

除
染
事
業

○ 

予　
算　
27
億
６
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
除
染
対
策
課

　

三
春
町
除
染
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
次
の

除
染
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

住
宅
等
除
染
事
業 

21
億
８
、８
０
０
万
円

▽ 

公
共
施
設
除
染
事
業 

１
億
４
、９
０
０
万
円

▽ 

農
地
除
染
事
業　

 

１
億
８
、９
０
０
万
円

▽ 

町
道
除
染
事
業 　
　

１
億
８
、０
０
０
万
円

　

  

仮
置
場
の
設
置
・
管
理

○ 

予　
算　
10
億
４
、２
１
０
万
円

○ 

主
管
課　
除
染
対
策
課

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

仮
置
場
設
置
事
業 

10
億
１
、９
７
７
万
円

▽ 

仮
置
場
管
理
費 　
　
　
　
２
、２
３
３
万
円

継

継

■  

役
場
庁
舎
整
備
事
業

○ 

予　
算　
５
、１
５
１
万
円

○ 

主
管
課　
財
務
課 

公
共
施
設
整
備
班
ほ
か

　

役
場
庁
舎
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
業
者
を
選
定
し
25

年
度
中
の
工
事
着
工
を
目
指
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

用
地
取
得
費 

２
、３
０
８
万
円

▽ 

用
地
測
量
・
地
質
調
査
業
務 

４
３
６
万
円

▽ 

役
場
庁
舎
建
設
用
地
発
掘
調
査
事
業 

２
、４
０
７
万
円

新

継新継 重
点

新

継

富沢７組集会所除染のようす

 　

 

旧
公
民
館
解
体
事
業

○ 

予　
算　
２
、２
８
３
万
円

○ 

主
管
課　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

耐
震
診
断
Ｃ
ラ
ン
ク
の
た
め
、
大
地
震
時

に
は
倒
壊
も
し
く
は
崩
壊
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
解
体
撤
去
し
ま
す
。

　

な
お
、
解
体
後
は
当
面
駐
車
場
と
し
て
利

用
し
ま
す
。

新
　

 
小
学
校
事
業
（
主
な
修
繕
工
事
）

○ 
予　
算　
４
３
７
万
円

○ 
主
管
課　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
、
施
設

の
維
持
管
理
・
児
童
の
健
康
管
理
の
た
め
の

事
業
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

岩
江
小
ト
イ
レ
改
修
工
事　
　
　

２
７
３
万
円

▽ 

中
郷
小
ト
イ
レ
改
修
工
事　
　
　

１
６
４
万
円

継

 　

 

保
育
所
・幼
稚
園
事
業（
主
な
修
繕
工
事
）

○ 

予　
算　
６
３
６
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

安
全
・
安
心
な
保
育
環
境
を
整
え
、
保
育
・

幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

第
１
保
育
所
ト
イ
レ
改
修
工
事　

３
１
３
万
円

▽ 

中
郷
幼
稚
園
ト
イ
レ
改
修
工
事　
　
　　
78
万
円

▽ 

岩
江
幼
稚
園
ト
イ
レ
改
修
工
事　

１
０
４
万
円

▽ 

岩
江
幼
稚
園
下
水
道
接
続
工
事 　
１
４
１
万
円

　

  

町
営
住
宅
運
営
管
理
事
業
（
主
な
工
事
）

○ 

予　
算　
２
、４
４
４
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　

町
営
住
宅
の
居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
次
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

一
本
松
34
団
地
北
側
居
室
壁
断
熱
改
修
工
事　

７
７
４
万
円

▽ 

舞
木
団
地
屋
根
等
改
修
工
事　
１
、０
５
７
万
円

▽ 

沼
倉
団
地
集
会
所
屋
根
補
修
工
事　

２
２
２
万
円

▽ 

栄
町
団
地
解
体
工
事 　
　
　
　
３
９
１
万
円

新
　

  

三
春
小
学
校
耐
震
化
の
促
進

○ 

予　
算　
２
億
７
、９
５
２
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
校
舎
、
屋
内

運
動
場
の
耐
震
補
強
と
大
規
模
改
造
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
は
、
児
童
の
安
全
確

保
と
教
育
環
境
を
考
慮
し
、
旧
三
春
中
へ
仮

移
転
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

耐
震
補
強
大
規
模
改
造
工
事 

２
億
４
、９
８
１
万
円

▽ 

耐
震
補
強
大
規
模
改
造
工
事
監
理
業
務 

４
７
３
万
円

▽ 

仮
校
舎
改
修
工
事 

　

５
６
０
万
円

▽ 

遊
具
移
転
工
事 

１
４
９
万
円

▽ 

引
越
業
務 

１
４
７
万
円

▽ 

宅
配
弁
当
給
食
助
成
事
業 

１
、６
４
２
万
円

新

8

解体予定の公民館



三春町の今年の予算

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
３

■ 

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
金
事
業

○ 

予　
算　
７
、４
０
９
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

子
育
て
に
係
る
負
担
の
軽
減
と
子
ど
も
の

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
高
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

継

■ 

多
子
世
帯
保
育
料
負
担
軽
減
事
業

○ 

予　
算　
48
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
３
人
以
上
養
育
し

て
い
る
世
帯
の
、
３
番
目
以
降
で
３
歳
未
満

の
乳
幼
児
が
、
町
立
以
外
の
保
育
所
に
入
所

し
て
い
る
場
合
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継

■ 

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ほ
ら
っ
子
教
室
）

○ 
予　
算　
７
１
０
万
円

○ 
主
管
課　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

小
学
校
を
単
位
に
開
催
し
、
地
区
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・

安
心
な
居
場
所
を
確
保
し
、
地
域
の
実
情
や

特
色
を
生
か
し
た
体
験
活
動
や
交
流
等
の
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

継 ■ 

児
童
館
、
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

○ 

予　
算　
４
、３
７
４
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー

　

児
童
に
健
全
な
遊
び
場
、
生
活
の
場
を
提

供
す
る
た
め
、
中
央
児
童
館
、
御
木
沢
・
岩

江
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

継

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎62-2132

　
 

旧
沢
石
中
学
校
改
修
事
業

○ 
予　
算　
１
、０
９
４
万
円

○ 
主
管
課　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

沢
石
小
の
教
育
環
境
向
上
の
た
め
、
25
年

８
月
よ
り
旧
沢
石
中
へ
移
転
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

校
舎
改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
５
万
円

▽ 

校
内
道
路
拡
幅
・
舗
装
工
事　
　
　
４
１
６
万
円

▽ 

遊
具
移
設
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

51
万
円

▽ 

引
越
し
業
務 　
　
　
　
　
　
　
　
62
万
円

新

■ 

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業

○ 

予　
算　
23
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

保
健
師
・
訪
問
員
等
に
よ
る
相
談
活
動
を

行
い
ま
す
。

継

■ 

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業

○ 

予　
算　
８
６
１
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

育
児
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
、
ベ
ビ
ー
フ
ー

ド
商
品
を
購
入
で
き
る
助
成
券
（
出
生
時
と

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
に
、
そ
れ
ぞ

れ
３
０
、０
０
０
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

継

　

 

児
童
手
当
支
給
事
業

○ 

予　
算　
３
億
２
５
１
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

３
歳
未
満
１
人
１
５
、０
０
０
円
、
小
学
校

修
了
前
は
１
子
、
２
子
１
人
１
０
、０
０
０

円
、
３
子
以
降
は
１
５
、０
０
０
円
、
中
学

生
１
人
１
０
、０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
制
限
額
以
上
は
中
学
校
修

了
前
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
５
、

０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。　

継
　

 

多
子
世
帯
養
育
支
援
事
業

○ 

予　
算　
７
９
７
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
３
人
以
上
を
養
育

し
て
い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
の
乳
幼
児

を
在
宅
等
で
養
育
し
て
い
る
場
合
、
月
５
、

９
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

継
　

 

私
立
認
可
保
育
所
運
営
費
補
助
事
業

○ 

予　
算　
３
、０
４
９
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

25
年
４
月
か
ら
私
立
認
定
保
育
所
に
な
っ

た
光
の
子
保
育
園
へ
運
営
費
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

新■ 

賃
貸
住
宅
建
設
促
進
奨
励
金

○ 

予　
算　
８
４
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
促
進
す
る
た

め
、
建
設
者
に
対
し
建
設
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

新

　

 

賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
事
業

○ 

予　
算　
１
９
０
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

町
の
活
性
化
と
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
町
内
の
賃
貸
住
宅
へ
転
入
し
た
40
歳

未
満
の
世
帯
に
家
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

 

賃
貸
住
宅
建
設
用
地
貸
付
事
業

○ 

予　
算　
35
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 
建
築
グ
ル
ー
プ

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、

町
有
地
を
無
償
で
貸
し
付
け
ま
す
。

新

新

昨年のまほらっ子教室のようす

■ 

地
域
交
流
事
業

○ 

予　
算　
80
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

東
京
都
目
黒
区
な
ど
と
、
合
宿
受
入
れ
・

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
産
直
野
菜
の
出
店
な

ど
に
よ
り
、
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

継

昨年の東京都目黒区での交流のようす

■ 

三
春
秋
ま
つ
り
の
開
催

○ 

予　
算　
５
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

今
年
で
10
回
目
と
な
る「
三
春
秋
ま
つ
り
」

を
葛
尾
村
、
富
岡
町
と
共
催
で
開
催
す
る
実

行
委
員
会
に
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

新

9



2012 三春ウオークのようす

産
業
振
興
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
４

■ 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
推
進

○ 

予　
算　
７
、３
２
２
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

中
山
間
地
域
で
の
農
業
が
担
う
役
割
を
維

持
す
る
た
め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
25

協
定
地
区
を
支
援
し
、
良
好
な
農
村
環
境
の

保
全
を
図
り
ま
す
。

継■ 

企
業
の
農
業
参
入
支
援
と
遊
休
農
地
の
解
消

○ 

予　
算　
12
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

農
地
の
利
用
集
積
と
遊
休
農
地
の
解
消
を

図
る
た
め
、
企
業
の
農
業
参
入
を
支
援
し
ま

す
。

継

　

 

雇
用
促
進
奨
励
金

○ 

予　
算　
３
９
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

工
場
等
を
新
設
、
ま
た
は
増
設
し
、
町
民

を
従
業
員
と
し
て
新
規
雇
用
し
た
企
業
に
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
新
規
1
人
20
万
円
、
新
卒
１
人
30
万
円
）

　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
推
進

○ 
予　
算　
２
５
１
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

水
稲
の
生
産
調
整
を
柱
と
し
た
経
営
所

得
安
定
対
策
を
推
進
し
、
農
業
経
営
の
支

援
を
行
う
た
め
、
農
業
者
へ
の
周
知
や
加

入
申
請
等
の
事
務
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■ 

三
春
ウ
ォ
ー
ク
開
催
支
援

○ 

予　
算　
80
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

年
間
を
通
し
て
訪
ね
た
く
な
る
地
域
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
三
春
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催

し
ま
す
。

継

　

 

滝
桜
臨
時
駐
車
場
指
定
管
理
業
務
委
託

○ 

予　
算　
４
、８
３
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

滝
桜
開
花
時
の
観
光
対
策
に
関
す
る
業
務

を
、
三
春
町
観
光
協
会
に
委
託
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
生
活
環
境
創
造
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
５

■ 

西
部
地
区
住
環
境
整
備
事
業

○ 

予　
算　
５
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

　

住
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
下
舞
木
地
区

の
側
溝
改
修
等
工
事
を
行
い
ま
す
。

継■ 

生
活
道
路
整
備
事
業
助
成
金

○ 

予　
算　
７
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

　

地
域
が
自
ら
生
活
道
路
の
整
備
に
取
り
組

む
場
合
、
１
地
区
１
０
０
万
円
を
上
限
に
補

助
し
ま
す
。

継

 　
幹
線
道
路
整
備
事
業

○ 

予　
算　
７
、８
１
２
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

　

安
全
・
安
心
な
道
路
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
次
の
路
線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

太
田
線
道
路
改
良
工
事 　
　

３
、１
１
０
万
円

▽ 

下
舞
木
岩
本
線
外
道
路
改
良
工
事 

２
、２
７
７
万
円

▽ 

上
舞
木
戸
ノ
内
２
号
線
道
路
改
良
工
事 

１
、０
１
７
万
円

▽ 

五
本
木
垢
潜
薬
師
道
線
道
路
改
良
工
事 　
９
０
２
万
円

▽ 

永
作
地
内
道
路
改
良
工
事 　
５
０
６
万
円

■ 

中
心
市
街
地
再
生
整
備
事
業

○ 

予　
算　
２
億
４
、５
３
４
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ
ほ
か

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
よ

り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
お
城
山
の
整
備

や
市
街
地
に
お
け
る
住
民
の
日
常
生
活
を
支

え
る
生
活
道
路
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

北
町
荒
町
線
改
良
工
事 

１
億
１
、７
７
９
万
円

▽ 

桜
川
筋
石
張
舗
装
工
事　

 

２
、７
１
６
万
円

▽ 

百
杯
宴
広
場
整
備
事
業　
　

 

８
、１
１
９
万
円

▽ 

中
町
公
衆
ト
イ
レ
実
施
設
計
業
務 

２
１
０
万
円

▽ 

中
心
市
街
地
蔵
再
生
整
備
工
事 

１
、７
１
０
万
円

継

三春町の今年の予算

■ 

景
観
整
備
等
補
助
金

○ 

予　
算　
１
１
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 
都
市
グ
ル
ー
プ

　

特
別
地
区
内
で
歴
史
的
建
造
物
等
の
保
存
・
修

繕
に
取
り
組
む
場
合
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

街
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業

○ 

予　
算　
１
６
２
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
小
売
店
舗
等
の
改

修
費
や
家
賃
等
を
助
成
し
ま
す
。

新

継

■ 

葉
た
ば
こ
か
ら
の
作
目
転
換
補
助
金

○ 

予　
算　
72
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

葉
た
ば
こ
か
ら
ピ
ー
マ
ン
栽
培
へ
転
換
す

る
農
家
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
た
む
ら
と
と
も
に
資

材
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

新
　

 

滝
桜
樹
勢
回
復
事
業

○ 

予　
算　
８
０
５
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

歴
史
民
俗
資
料
館

　

枯
枝
剪
定
、
支
柱
交
換
、
保
護
柵
拡
張
工

事
等
を
実
施
し
ま
す
。

継新

継

■ 

町
道
等
維
持
工
事
費

○ 

予　
算　
４
、５
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 
建
設
グ
ル
ー
プ

　

ま
ち
づ
く
り
協
会
等
か
ら
の
要
望
に
応

え
、
町
道
、
農
道
、
水
路
等
の
維
持
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

継

■ 

桜
川
河
川
附
帯
工
事
費
用
負
担
金

○ 

予　
算　
１
、３
２
５
万
円

○ 

主
管
課　
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　

桜
川
改
修
事
業
の
桜
谷
橋
の
架
け
替
え
工

事
に
合
わ
せ
て
、橋
梁
の
拡
幅
を
行
い
ま
す
。

新

 　
県
中
防
災
訓
練

○ 

予　
算　
74
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

町
営
運
動
公
園
を
会
場
に
県
中
地
区
総
合
防

災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

新

新

10



 　
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

○ 

予　
算　
９
８
６
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
支
援
業

務
を
基
幹
相
談
支
援
事
業
所
と
し
て
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
の
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
６

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎62-2132

継

■ 

消
防
施
設
整
備
事
業

○ 
予　
算　
６
０
２
万
円

○ 
主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

消
防
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
火
水
槽

修
繕
、
消
防
施
設
修
繕
、
消
防
用
資
機
材
購

入
等
を
行
い
ま
す
。

継
 　

避
難
広
場
整
備

○ 

予　
算　
８
、４
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

震
災
復
興
交
付
金
を
活
用
し
て
、
町
営
運
動

公
園
隣
接
地
に
避
難
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

三春町の今年の予算

防災訓練のようす

新

■ 

旧
JA
た
む
ら
岩
江
支
店
事
務
所
改
修
工

　
事
設
計
業
務

○ 

予　
算　
１
５
８
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　
事
務
所
を
岩
江
地
区
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
、

改
修
工
事
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

新

新

 　
防
災
拠
点
施
設
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
事
業

○ 

予　
算　
６
、６
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

災
害
時
の
た
め
、
避
難
所
と
な
る
公
共
施
設

に
太
陽
光
発
電
、
蓄
電
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

新

 　
町
営
墓
地
整
備
事
業

○ 

予　
算　
１
、５
５
３
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

平
沢
字
谷
戸
地
内
に
町
営
墓
地
１
０
０
か

ら
１
２
０
区
画
を
整
備
し
ま
す
。

新 　
三
春
中
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

○ 

予　
算　
２
、０
８
３
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課 
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

遠
距
離
通
学
対
応
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

 　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
支
援
交
付
金

○ 

予　
算　
２
４
０
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

各
小
中
学
校
が
主
体
的
に
実
施
す
る
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
事
業
に
交
付
金
を
交
付
し
ま

す
。

新 　
就
学
指
導
審
議
会

○ 

予　
算　
４
３
６
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

田
村
地
方
就
学
指
導
審
議
会
の
解
散
に
よ

り
、
三
春
町
就
学
指
導
審
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

新

開校した三春中学校

　

 

三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
築
10
周
年
記
念
事
業

○ 

予　
算　
８
６
３
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

交
流
館
グ
ル
ー
プ

▽ 

津
軽
三
味
線
脩
一
朗
＆
大
地
（
４
月
）

▽ 

小
椋
佳
「
歌
紡
ぎ
の
会
」（
６
月
）

▽ 

女
優
た
ち
に
よ
る
朗
読
「
夏
は
忘
れ
な
い
」　

　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
１
９
４
５
年
（
７
月
）

▽ 

宮
川
彬
良「
未
来
の
音
楽
授
業
！
ア
キ
ラ
塾
」（
９
月
）

▽ 

東
誠
三
CD
完
成
記
念
演
奏
会
（
11
月
）

▽ 

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
４
（
１
月
）

新

継 　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
姉
妹
都
市
交
流
25
周
年
等
事
業

○ 

予　
算　
１
０
０
万
円

○ 
主
管
課　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
友
好
庭
園
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
派

遣
事
業
に
補
助
し
ま
す
。

新 　
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館
30
周
年
記
念
展
等
展
示
事
業

○ 

予　
算　
１
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

春
季
特
別
展
「
講
所
か
ら
学
校
へ
」、
夏
季

展「A
RTS&

CRA
FTS

×
馬（
仮
）」、秋
季
展「
和

算
家
・
助
川
音
松
」
を
開
催
し
ま
す
。

継

町
民
の
健
康
増
進
と
福
祉
施
策
の

　
　
　
　
充
実
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
７

　

 

予
防
接
種
事
業

○ 

予　
算　
４
、９
５
８
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

【
主
な
予
算
の
内
訳
】

▽ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成 

１
、４
０
３
万
円

▽ 

法
定
接
種
委
託
料
（
四
種
混
合
・B

C
G

・
麻
し
ん

風
し
ん
・
不
活
化
ポ
リ
オ
・
日
本
脳
炎
・
ヒ
ブ
・
小
児

肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が
ん
等
） 

３
、４
５
９
万
円

▽ 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
助
成 　
　
　

73
万
円

■ 

成
人
健
康
診
査
（
住
民
健
診
）
事
業

○ 

予　
算　
３
、０
８
３
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

健
康
の
保
持
増
進
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
る
病
気

を
予
防
し
ま
す
。

継

 　
田
村
地
方
夜
間
診
療
所
整
備
事
業
負
担
金

○ 

予　
算　
１
、２
４
５
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

田
村
市
船
引
町
に
田
村
地
方
夜
間
診
療
所
を

整
備
す
る
た
め
建
設
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

新
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★ 

重
点
施
策
以
外
に
は

　

重
点
施
策
の
ほ
か
に
こ
ん
な
こ
と
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

▼ 

町
営
バ
ス
運
行
事
業

○ 

予　
算　
２
、０
５
６
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
、
朝
夕
、
昼

間
に
町
営
バ
ス
と
し
て
運
行
し
ま
す
。
ダ
イ

ヤ
を
大
幅
に
改
正
し
、
駅
、
ス
ー
パ
ー
及
び

医
療
機
関
が
集
中
す
る
三
春
地
区
内
循
環
を

新
た
に
運
行
し
ま
す
。

▼ 
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

○ 
予　
算　
９
９
５
万
円

○ 
主
管
課　
総
務
課 

庶
務
グ
ル
ー
プ

　

平
成
25
年
７
月
28
日
任
期
満
了
に
伴
う
参

議
院
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼ 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
対
策
事
業

○ 

予　
算　
２
、１
５
７
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
な
い
地

区
に
共
同
ア
ン
テ
ナ
設
置
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

▼ 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納

○ 

予　
算　
１
５
８
万
円

○ 

主
管
課　
税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ

　

軽
自
動
車
税
に
加
え
住
民
税
、
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
税
に
お
い
て
も
コ
ン
ビ

ニ
で
納
付
で
き
る
よ
う
納
税
方
法
を
拡
充
し

ま
す
。

▼ 

戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

○ 

予　
算　
１
５
９
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
状
況
を
踏
ま
え
、

戸
籍
デ
ー
タ
副
本
管
理
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
る
の
に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い

ま
す
。

三春町の今年の予算

■ 

老
人
福
祉
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

入
所
措
置
事
業

○ 
予　
算　
５
、５
８
２
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
経
費
負
担
を

図
り
ま
す
。

継■ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
育
成
事
業

○ 

予　
算　
２
０
９
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
そ
の
育
成
を
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
ま
す
。

継■ 

に
こ
に
こ
元
気
塾

○ 

予　
算　
１
、９
７
６
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

各
地
区
集
会
施
設
で
、
通
所
型
介
護
予
防

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

継

昨年のにこにこ元気塾の活動のようす

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎62-2132

■ 

介
護
職
員
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
事
業

○ 

予　
算　
２
、０
４
０
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

旧
敬
老
園
跡
地
に
整
備
さ
れ
る
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
に
施
設
開
設
準
備
経
費
を
助

成
し
ま
す
。

継▼ 

震
災
復
興
祈
念
事
業

○ 

予　
算　
１
７
７
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

町
の
復
興
を
祈
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
）
を
開
催

し
ま
す
。

昨年の震災復興祈念事業のようす

▼ 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
補
助
事
業

○ 

予　
算　
６
５
１
万
円

○ 

主
管
課　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

住
宅
用
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
ま
た
は
、
蓄
電
池

の
設
置
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽ 

太
陽
光
パ
ネ
ル
：
２
万
円
／
１
Ｋ
Ｗ
相
当

▽ 

蓄
電
池
：
１
／
３
以
内
で
30
万
円
限
度

▼ 

給
食
施
設
管
理
運
営
事
業

○ 

予　
算　
５
、８
８
０
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

単
独
調
理
場（
三
春
小
、岩
江
小
、三
春
中
、

岩
江
中
）、
共
同
調
理
場
（
さ
く
ら
・
沢
石
）

の
運
営
す
る
経
費
で
、
調
理
員
人
件
費
及
び

調
理
業
費
用
が
主
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

▼ 

さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

○ 

予　
算　
85
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

大
学
教
授
等
の
講
演
会
と
地
元
小
中
学

生
、
高
校
生
に
よ
る
自
然
環
境
に
関
す
る
研

究
発
表
を
行
い
ま
す
。

▼ 

石
綿
管
布
設
替
工
事

○ 

予　
算　
２
、０
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
企
業
局

　

沼
ノ
倉
団
地
内
の
石
綿
管
の
布
設
替
え
を

行
い
ま
す
。
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◆ 

三
春
町
社
会
教
育
委
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

◆ 

平
成
25
年
度
が
ス
タ
ー
ト

　

平
成
25
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
８

日
に
始
業
式
・
着
任
式
、
そ
し
て
９
日
に
入

学
式
が
行
わ
れ
、
田
村
高
校
も
順
調
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
２
４
０
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生

７
１
４
名
で
第
一
歩
を
歩
み
出
し
ま
し
た
。

常
に
地
域
の
皆
様
に
ご
声
援
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
も
、
今
ま
で
以

上
に
愛
さ
れ
る
学
校
作
り
を
心
掛
け
、
諸
活

動
に
職
員
・
生
徒
が
一
体
と
な
っ
て
精
一
杯

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

全
国
選
抜
選
手
権
大
会
が
３
月
に
行
わ

れ
、
本
校
か
ら
は
５
競
技
20
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
競
技
男
子
62
㌔
級
に
出
場
し
た
近
内
三
孝

君
（
２
年 

桜
中
出
身
）
が
３
位
入
賞
。
ボ
ー

ト
競
技
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
た

佐
々
木
幸
さ
ん
（
２
年 

岩
江
中
出
身
）
が

８
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。そ
の
他
の
競
技（
柔

道
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
も

全
国
大
会
で
善
戦
を
し
ま
し
た
。
今
年
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
活
躍
を
是
非
、
期
待
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆ 

全
国
選
抜
選
手
権
大
会
結
果

着任式のようす

◆ 

３
月
29
日
離
任
式
を
開
催

　

年
度
末
の
人
事
異
動
で
、
ご
退
職
、
ご
異

動
さ
れ
た
先
生
方
の
一
覧
を
掲
載
し
ま
す
。

今
ま
で
色
々
と
ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼ 

離
任
者　

▽ 

退
職
者　

鈴
木　

浩
一 

校
長

藤
東　

紀
子 

教
諭

▽ 

転
出
者

水
野　

博
道 

教
頭
（
郡
山
東
高
校
へ
）

吉
田　

健
一 

事
務
長
（
県
監
査
委
員
事
務
局
へ
）

佐
野
慶
一
郎 

教
諭
（
郡
山
北
工
業
高
校
へ
）

鈴
木　

久
之 

教
諭
（
安
積
高
校
へ
）

松
本　

邦
枝 

教
諭
（
郡
山
北
工
業
高
校
へ
）

渡
邊　

育
子 

教
諭
（
須
賀
川
養
護
学
校
へ
）

松
崎　

法
夫 

教
諭
（
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
）

宗
像　

孝
幸 

教
諭
（
福
島
高
校
へ
）

三
瓶　

史
絵 

教
諭
（
梁
川
高
校
へ
）

本
郷　

一
彦 

講
師
（
小
野
高
校
へ
）

小
宅　

紀
子 

講
師
（
船
引
高
校
へ
）

宍
戸　

仁
美 

講
師
（
修
明
高
校
へ
）

遠
藤　

康
明 

講
師
（
猪
苗
代
町
教
育
委
員
会
へ
）

小
針　

栄
美 

講
師
（
小
野
高
校
へ
）

吉
川
久
美
子 

主
任
学
校
司
書
（
福
島
東
高
校
へ
）

◆ 
４
月
8
日
に
着
任
式
を
開
催

　

平
成
25
年
度
の
異
動
で
本
校
に
着
任
さ
れ

た
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。

長
岐　
　

博 

校
長
（
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
課
よ
り
保
体

）

宗
形　

健
一 

教
頭
（
県
教
育
セ
ン
タ
ー
よ
り 

社
会
）

大
河
内
正
一 

事
務
長
（
県
監
査
委
員
事
務
局
よ
り
）

佐
藤　

雅
俊 

教
諭
（
あ
さ
か
開
成
高
校
よ
り 

社
会
）

橋
本　

安
広 

教
諭
（
安
積
黎
明
高
校
よ
り 

数
学
）

佐
藤　

俊
之 

教
諭
（
福
島
中
央
高
校
よ
り 
数
学
）

大
森　
　

茂 

教
諭
（
郡
山
北
工
業
高
校
よ
り 

英
語
）

渡
邊
絵
里
子 

教
諭
（
本
宮
高
校
よ
り 

英
語
）

畑
中　

良
介 

教
諭
（
浪
江
高
校
よ
り 

保
体
）

本
田　

貴
信 

講
師
（
郡
山
萌
世
高
校
よ
り 

保
体
）

橋
本
理
絵
子 

講
師
（
安
積
高
校
よ
り 

家
庭
）

戸
田
多
津
子 

主
任
学
校
司
書（
須
賀
川
桐
陽
高
校
よ
り
）

　

今
年
度
は
２
４
０
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

全
校
生
７
１
４
名
で
第
一
歩
を
歩
み
出
し
ま

し
た
。

◆ 

４
月
9
日
に
入
学
式
を
開
催 新入生誓いのことばを述べる小栁出萌加さん
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三
春
町
社
会
教
育
委
員
の
5
名
の
う
ち
、

4
月
1
日
付
け
の
異
動
で
欠
員
と
な
っ
た
委

員
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育
に
関
し
諸

計
画
を
立
案
し
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
対

し
意
見
を
述
べ
、
研
究
調
査
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

任
期
は
、
残
任
期
間
の
平
成
26
年
3
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼ 

三
春
町
社
会
教
育
委
員
（
敬
称
略
）

▽ 

新
委
員　

御
代
田
裕
紀
（
岩
江
小
）

▼ 

問　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎ 

62-

３
８
３
７
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課等名・課長等名 グループ等名 施設長
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

水道・宅造

佐藤禎一

国馬　守

下水道

三瓶新太郎、桑原弘美、岩崎竜也

柳沼学

企業局
局長　増子伸一

教育課
次長兼課長
橋本良孝

62-2500

62-2500

学校教育 永山　晋 村上順一、木次谷真実、今泉佳子、橋本和宜 62-6310

第１保育所

渡辺好津子

小池清美

第２保育所

土田恵子、増子法子、大石美香、吉田尚、村上真理
佐久間匡子

佐藤公江、過足征子、三輪美奈、栁田陽子、高玉英恵
渡邉一成、押山道子、武田幸子

62-3839

62-2748

増子房代北保育所 覚方洋子、新野美希子、儀同佑季子 62-4133

岩江幼稚園

志賀真理子

藤田みさお

中郷幼稚園

陰山由美子、工藤綾子、渡辺幸、吉田久美子

大内江利子、新野久美子、杉内いちご

024-956-2727

62-2875

生涯学習課
課長　滝波広寿

生涯学習

滝波広寿（兼）

渡辺貞子

交流館

下山田惠一、樽井美香、松本栄（社会教育指導員）

佐久間正名、内藤典子

62-3837

62-3837

藤井　康社会体育 野村顕弘 62-3837

歴史民俗資料館

渡辺正朝

山口　晋

町民図書館

平田禎文、藤井典子

内藤タケ、西宏恵

62-5263

62-3375

佐久間孝夫児童生活センター 近内文、本田侑 62-8666

議会
事務局長　橋本清文 近内信二、髙橋朋子 62-8124

安部良明幼児教育 鈴木ひろ子 62-8119

事務局

会計室
会計管理者兼室長
遠藤弘子

会　計 石井ヒメ子、矢吹和枝 62-0330

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎62-2111

災害派遣職員が着任しました
　東日本大震災に係る災害派遣職員として、愛知県の尾張旭市と愛西市より、職員を派遣していただきました。
　尾張旭市の水野数哉さんは平成 26 年 3 月 31 日まで除染対策課で勤務され、愛西市の山田英穂さんは平成 25 年 9 月
31 日まで建設課で勤務されます。皆さん宜しくお願いします。

伊本絵里（税務課／主事）、杉原美里（住民課／主事）、大内美和（住民課／主事）、本田侑（児童生活センター／主事）、影山貴啓（建設課／副技師）、渡邉一成（第
２保育所／保育士）、山口涼（産業課／副主事）、杉内いちご（中郷幼稚園／教諭）、阿部祥太（税務課／副主事）、松本未智瑠（産業課／副主事）、鈴木正人（財
務課／課長 福島県より派遣）、水野数哉（除染対策課／主任主査 尾張旭市より派遣）山田英穂（建設課／主任主査 愛西市より派遣）、板垣良夫（総務課／主査 
福島県より派遣）

新採用

退　職

村上正義、大内健二、松本正幸、山木洋子、鈴木静子、熊田恵子、栁沼喜久子、村上茂、山口元広、橋本桃里、鴫原千景、安生昌弘（福島県復帰）
渡邉貴宏（福島県復帰）板谷美幸（社会福祉協議会復帰）

（４月１日付）

（3 月 31 日付）

派　遣

新野徳秋（三春まちづくり公社）、伊藤佳子（社会福祉協議会）、橋本泰寿（福島県）



行政組織を一部改編しました
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公共施設整備班

課等名・課長等名 グループ等名 施設長
グループ長等名 ゲループ等職員名 電話番号

庶　務

自治防災

志賀清昭

鴫原健二

企画情報

遠藤　晃

大見友和、宗像哲志、影山寛子

板垣良夫、安藤美穂、松崎浩仲

七海栄子、大貫健一、佐久間佑樹

総務課
課長　佐久間收

財務課
課長　鈴木正人

62-2111

62-8125

62-1114

財務・改革

久保田浩

菊田誠子

管理契約

佐久間貴、箭内みさえ

佐久間正浩、吉田正人

62-2132

62-2132

住民課
課長　工藤浩之

住　民

渡辺慎哉

佐久間久美

生活環境

佐久間薫、志田公美、杉原美里、大内美和

橋本勝、根本義己、宗像久美子

62-8126

62-2147

税務課
課長　佐久間幸久

課　税

荒井公秀

本間　徹

収　納

儀同佐江子、小野寺百絵、石井優美子、阿部祥太

伊本絵里

62-8127

62-2136

保健福祉課
課長　影山敏夫

福　祉

佐久間美代子

渡辺和子

健康づくり

新田幸男、魵澤ルミ子、大内佳代子、大河原歩
松崎俊介、根本文子

遠藤宏子、橋本加代子、竹之内千智、千葉大知
高橋瑛梨奈

62-3166

62-3166

菊田久光国保医療 人見千佳子、渡辺里美 62-3166

産業課
課長　佐藤哲郎

農　林

伊藤雄一

伊藤晴之

商工観光

新田由香里、渡辺祥生、伊藤崇文、松本未智瑠 62-2112

62-3960

建設課
課長　伊藤　朗

建　設

新野恭朗

大内広三

都　市

山田英穂、佐藤光将、影山貴啓

山口登美男、金田義隆、三瓶美咲

62-2115

62-2113

建　築 服部佑亮 62-2113

農業委員会 農業委員会事務局 影山明男 62-2112

宮本久功

佐久間島宏 62-2132

除染対策課
課長　村田浩憲

除染第１

遠藤信行

影山清夫

除染第２ 水野数哉、小林学

62-1122

62-1122

渡辺淳、梶原和則

今泉喜徳、国分美香子、山口涼

三春町役場行政組織機構図
平成 25 年４月１日現在の職員配置などをお知らせします。

三春町役場行政組織機構図 　本格的な放射能除染対策を実施するため、「除染対策課」を新設しました。
　また、行政組織の効率化等を目的として、産業課の商工グループと観光
グループを統合して「商工観光グループ」とするとともに、財務課に「公
共施設整備班」を新設しました。



平成23年
５月23日

平成25年
４月15日

平成25年
3月18日

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.54
0.45
0.54
0.50
0.30
0.18
0.28 
0.23
0.23 
0.18 
0.22
0.27 
0.17
0.38 
0.50 
0.42
0.35 

0.55
0.48
0.57
0.50
0.30
0.18
0.28 
0.23
0.22 
0.19 
0.22
0.30
0.17
0.38 
0.51 
0.43
0.35 

● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値
※ かっこ内は室内の数値 環

境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境

放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○ 環境放射線量の測定は、地上高１ｍで計測しています。
●	環境放射線量に関する問い合わせ先　
　学校などの施設／教育課	学校教育グループ☎ 62-6310　学校以外の施設／除染対策課☎62-1122

　

こ
れ
ま
で
、
旧
三
春
町
公
民
館
１

階
で
営
業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
５

月
１
日
か
ら
旧
要
田
中
学
校
体
育
館

に
移
転
し
営
業
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
三
春
の
里
の
「
三
春
の
里

ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
」
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
営
業
し
て
お
り
ま
す
の
で
こ

ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★ 

検
査
で
き
る
も
の

　
町
内
で
採
取
さ
れ
た
、
農
産
物
（
自

家
消
費
野
菜
な
ど
）、
肉
・
魚
類
、
牛
乳
・

　

乳
製
品
類

★ 

受
付
場
所
と
受
付
方
法

▼ 

受
付
場
所　

▽ 

食
品
等
放
射
能
検
査
所
「
ベ
ク
レ

ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー
」（
旧
要
田
中
学

校
体
育
館
内
）

　
住
所　

三
春
町
大
字
熊
耳
字
八
ツ

田
２
１
３　

☎
62-

０
２
２
２

▽ 

「
三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
」

（
三
春
の
里
田
園
生
活
館
内
）

　
住
所　

三
春
町
大
字
西
方
字
石
畑

４
８
７-

１　

☎
62-

８
０
１
０

▼ 

受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

▼ 

受
付
方
法　

検
査
日
の
前
日
ま
で

に
、
受
付
場
所
に
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
検

体
は
検
査
日
当
日
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

準
備
す
る
試
料
（
測
定
す
る
食
品
）

▽ 

野
菜
等　

５
０
０
㌘
以
上
必
要
で
す
。

▽ 

加
工
食
品
（
漬
物
）、
果
樹
等

ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン

　
　

タ
ー
が
移
転
し
ま
す

16

８
０
０
㌘
以
上
必
要
で
す
。

　

細
か
く
刻
む
か
（
５
㍉
以
下
）、
フ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
砕
い
て
か
ら
、
ポ

リ
袋
に
入
れ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

米
、
麦
、
粉
等
試
料
は
、
一
升
（
１
．

５
㌕
）
以
上
必
要
で
す
。
測
定
後
に
試

料
は
お
返
し
し
ま
す
。

▼ 

検
査
日　
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す
。

（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

４
月
10
日
三
春
町
役
場
で
平
成
25
年

度
よ
り
三
春
町
自
衛
官
募
集
相
談
員
と

な
る
吉
澤
秀
一
さ
ん
へ
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

相
談
員
の
任
期
は
２
年
間
で
、
自
衛

官
を
志
す
方
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と

な
り
自
衛
隊
へ
の
入
隊
・
入
校
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。
吉

澤
さ
ん
、
２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

委嘱状の交付をうけた吉澤さん（中央）

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状

交
付
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
1.23
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.16）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成25年
4月16日

平成25年
3月19日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.16
0.13
0.12
0.17
0.14
0.14
0.10
0.11
0.15
0.18
0.17
0.21
0.19
0.12
0.17

（0.10)
（0.07）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.06）
（0.09）
（0.11）
（0.12）
（0.08）
（0.08）
（0.15）
（0.12）
（0.09）
（0.09）

0.16
0.14
0.12
0.19
0.11
0.14
0.11
0.13
0.17
0.22
0.16
0.22
0.19
0.12
0.15

（0.11)
（0.08）
（0.10）
（0.10）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.09）
（0.11）
（0.09）
（0.10）
（0.17）
（0.12）
（0.10）
（0.10）

（単位：マイクロシーベルト／時間）



 3 月９日〜 4 月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽
物
品

　

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

　

神
奈
川
県
川
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

熊
耳
仮
設
住
宅
自
治
会
長 

松
本
政
喜

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ
ま
わ
り
の

会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
花
し
づ
く
／
荒

町
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
／
御
祭
む
つ
み
会
ス

ポ
ー
ツ
民
踊
／
中
央
児
童
館
／
三
春
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／
村

上
貞
子
（
八
島
台
）
／
齋
藤
キ
ミ
子
（
大

町
）
／
橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／
石
塚
ハ

ツ
ヨ
（
荒
町
）
／
橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

／
橋
本
光
子
（
御
免
町
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

▽ 

岩
崎　

宏
（
千
葉
県
）

▽ 

米
田
洋
子
（
千
葉
県
）

▽ 

三
春
舞
鶴
会
会
員
（
１
名
）

【
災
害
義
援
金(

支
援
金)

】

▽ tete

の
会
（
北
海
道
）

▽ 

石
川
漆
工
房
（
京
都
府
）

① ベクレル調べるセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しています。
　 測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
② 測定データの利用について
　 測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供します。
③ これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春であるとは限りません。
　 農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・
　販売されることはありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 一般食品の基準値　100 ベクレル /kg（平成 24 年 4 月 1 日から )

ベクレル調べるセンター
食品等の放射性物質（セシウム）検査結果

平成 24 年４月１日〜平成 25 年３月 31 日

◆ 食品中の放射性物質の傾向について
◇ 野菜、豆類はほとんどのものが 20 ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
◇ 山菜、きのこ類は基準値を超えるものが増え、特にきのこ類では 7 割以上のものが基準値を超えています。
◇ 果実類では栗やゆずで基準値を超えるものがありました。また、野生の猪肉や鴨肉も基準値を超えています。
◇ 一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂取を控えるようにしましょう。
▶ 問　住民課 生活環境グループ 検査所担当　☎ 62-2147

100ベクレルをこえたもの
最大値

（ベクレル／kg)

カボチャ、キャベツ、キュウリ、ジャガイ
モ、タマネギ、大根、トマト、ナス、ネギ、
白菜、ブロッコリー、ホウレンソウなど

小豆、インゲン、黒豆、大豆など

ウド、タケノコ、タラの芽、フキ、ワラビなど

シイタケ、なめこ、ヒラタケなど

玄米、白米、もち米など

梅、柿、キウイ、栗、ブルーベリー、ゆずなど

梅干し、はちみつ、干し柿など

猪肉、鴨肉、米ぬか、燕麦など

区分
検体数（件）

例示
総検体数 100ベクレル以下のもの

野菜

豆類

山菜

きのこ

穀類

果実

加工食品

その他

993

187

254

68

62

242

149

38

992

187

235

20

62

237

147

24

1

0

19

48

0

5

2

14

139
（ホウレンソウ）

81
（大豆）
285

（タラの芽）
2,159

（シイタケ）
40

（もち米）
195
（栗）
135

（梅干し）
1,641

（燕麦）
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　三春町内の保育所 4 所 ( 私立保育所 1 所を含む )・幼稚園３園（私立幼稚園１園を含む）小学校７校（要田小学校を含
む）・中学校２校の教育活動が本格的にスタートしました。
◎ 保育所・幼稚園の保育活動
　保育所や幼稚園の４月から５月にかけて行う主な保育活動のねらいは、施設での生活に慣れるということです。新し
い生活のため、子どもには疲れが出やすい時期となりますので、保育所や幼稚園では幼児の健康管理に特に気を配って
保育を行っています。幼稚園では家庭訪問を行い、幼児の家庭での様子をお聞きし、保育活動に生かすこともしています。
◎ 小学校の教育活動　
　町内すべての小学校で５月実施の運動会に向けて４月から準備を始めています。学校によっては、練習が開始されたり、
まもなく開始されます。その中で運動に親しむ習慣を育てつつ、集団行動を身に付けたり連帯感を育てたりするように
指導しています。
５月 11 日（土）には三春 ･ 岩江 ･ 御木沢 ･ 中妻 ･ 中郷・沢石小学校、18 日 ( 土 ) には要田小学校の運動会が盛大に行
われる予定です。
　◎ 中学校の教育活動
　小学校から進学した、１８０名の新入生を加えた中学校は新学期も軌道に乗ってきたところです。今年度の中学校３
年生の修学旅行は、４月 16 日 ( 火 ) ～ 4 月 18 日 ( 木 ) に岩江中学校が実施済みです。三春中学校は 6 月 25 日 ( 火 ) ～
6 月 27 日 ( 木 ) で実施されます。2 校とも東京 ･ 鎌倉 ･ 千葉方面が旅行目的地となります。この教育活動を通して身に
つける、連帯感や団結力を大切にしてほしいと思います。また，中学校体育連盟の大会も５月末にあります。現在は、
生徒と教師が一丸となって力を合わせ、部活動にがんばっているところです。５月 16 日（木）には中体連田村支部の陸
上大会が田村市陸上競技場で、５月 29 日 ( 水 )・30 日 ( 木 ) には中体連田村支部の総合体育大会が田村地区各所で行わ
れる予定です。

● 平成 25 年度の教育活動がスタートしました

誓
い
の
言
葉

桜
の
つ
ぼ
み
も
少
し
ず
つ
ふ
く
ら
み
は
じ
め
た
こ

の
春
の
日
、
僕
た
ち
、
一
三
六
名
の
新
入
生
の
為

に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
入
学
式
を
催
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
、
新

三
春
中
学
校
の
最
初
の
一
年
生
で
す
。
新
し
い
校

舎
、
新
し
い
制
服
、
新
し
い
先
生
、
新
し
い
友
達
、

全
て
が
新
鮮
で
、
希
望
と
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
授
業
で
は
、
英
語
と
い
う
初
め
て
学
習
す

る
教
科
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
教
科
ご
と
に
先
生

が
変
わ
り
、
教
室
も
移
動
す
る
と
い
う
新
し
い
環

境
に
な
り
ま
す
。
そ
の
環
境
に
早
く
慣
れ
、
毎
日

を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
部
活
動
の
種
目
も
、
今
ま
で
よ
り
多
く
な
り

ま
す
。
そ
の
中
で
先
輩
方
と
と
も
に
、
皆
が
や
り

が
い
を
感
じ
る
部
活
動
に
し
、
新
三
春
中
学
校
の

新
た
な
伝
統
を
築
け
る
よ
う
に
、
よ
い
ス
タ
ー
ト

を
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
結
び
に
、
今
日
の
喜

び
を
忘
れ
ず
に
、
常
に
や
さ
し
さ
と
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
、
今
ま
で
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
高
め
て
い
く
よ
う
努

力
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
、
誓
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

平
成
二
五
年　
四
月
八
日

生徒による誓いのことば

18

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

★ 発掘調査作業員を募集します
 　町では、南町地内で実施する遺跡発掘調査にあたり、現場で調査業務に従事できる臨時職員（作業員）を募集します。
採用にあたっては、期間内に申込みいただいた方の中から選考を行い雇用することとなります。募集内容は次のとおり
ですので、ご希望の方はお申し込みください。
◆  雇用期間　平成 25 年６月～ 11 月（６か月以内・更新あり）※ 調査は 12 月までを予定
◆  勤務時間　午前８時～午後４時 45 分（土・日曜日、祝日は休み）
◆  賃　　金　1 日につき 6,200 円（ほかに町の規程により通勤手当を支給します。）
◆  業務内容　スコップや移植ベラ等での土の掘削や運搬。雨天時は出土品の洗浄等をします。
　　　　　　  ※ 業務時の作業着、靴、軍手となどは各自持参
◆  保険等の加入　勤務日数・勤務時間により社会保険・労働保険に加入
◆  受付期間　平成 25 年５月１日（水）～５月 22 日（水）午前８時 30 分～午後５時　※ 土・日曜日、祝日を除く。
◆  受付場所　役場２階総務課 庶務グループ
◆  応募方法　履歴書を持参のうえ、本人がおいでください。簡単な面接を行います。
◆  問い合わせ先　申込受付に関すること　総務課 庶務グループ　☎ 62-2111
　　　　　　　　  業務内容に関すること　歴史民俗資料館　☎ 62-5263

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎62-6310



｢ 新茶 ｣
　八十八夜に摘まれた新茶は、昔から栄養価が高
いとされ、古くから不老長寿の縁起物として珍重
されていました。その年の最初の新芽を摘んで
作ったお茶を「一番茶」といいます。
　通常、一番茶のことを「新茶」と
呼びます。

ご予約・問い合わせ先　町立三春病院事務部　☎62-3131

町立三春病院 News町立三春病院 News

　

桜
も
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
初
夏
へ
と
向
か
っ
て
行
く
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？
三
春
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
星
吾
朗
で
す
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
ご
報
告
し
ま
す
が
、
本
年
４
月
よ
り
勤
務
地
が
三
春
病
院
か
ら
郡
山
市
内
に

あ
り
ま
す
「
ほ
し
横
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
星
総
合
病
院
が
今
年
度
よ
り
開
設
し
ま
し
た
診
療

所
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
三
春
病
院
で
は
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
夜
勤

な
ど
の
形
で
三
春
病
院
で
の
診
療
は
継
続
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
は
や
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
新
生
活
に
も
慣
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
体
調
な
ど
崩
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
五
月
病
・
・
・
毎
年
こ
の
時
期
に
耳
に
し
ま
す
が
、
五
月
病
と
は
新
人
社
員
や
大
学
の
新
入
生

な
ど
に
み
ら
れ
る
、
新
し
い
環
境
に
適
応
で
き
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
精
神
的
な
症
状
の
総
称
で
、

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
新
し
い
環
境
に
入
っ
た
も
の
の
、
そ
の
新
し
い
環
境
に
つ
い
て
い
け
ず

焦
り
を
感
じ
た
り
、
夢
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
り
し
た
結
果
、
仕
事
や
勉
強

へ
の
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
う
症
状
の
事
を
い
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
、
大
学
入
学
後
の
学
生
が
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
く
ら
い
に
無
気
力
な
状
態
に
な
る
事
か
ら
つ
い
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
新
し
い
環
境
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
り
、
期
待
感
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

か
ら
く
る
症
状
で
も
あ
る
の
で
「
５
月
に
し
か
な
ら
な
い
」
と
か
「
学
生
し
か
な
ら
な
い
」
と
い
っ

た
類
い
の
も
の
で
は
な
く
、
新
し
い
環
境
に
入
っ
た
人
な
ら
ば
誰
で
も
な
り
う
る
も
の
な
の
で
す
。

症
状
と
し
て
は
、
気
分
の
落
ち
込
み
、
無
気
力
、
不
安
感
、
焦
り
な
ど
が
特
徴
的
で
、
眠
れ
な
い
、

疲
れ
や
す
い
、
や
る
気
が
出
な
い
な
ど
も
起
こ
り
え
ま
す
。 

　
そ
ん
な
五
月
病
を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
事
」、「
無
理
を
し
な
い
こ
と
」
が

ま
ず
は
第
一
で
す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
方
法
は
個
人
個
人
様
々
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
家
族

や
友
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
無
理
を
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
も
う
無
理
だ
と
感
じ
た
時
に
は
我
慢
せ
ず
、
恥
か
し
が
ら

ず
に
誰
か
に
打
ち
明
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
打
ち
明
け
る
こ
と
で
問
題
が
た
ち
ど
こ
ろ
に

解
決
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
で
自
分
の
気
持
ち
が
客
観
的
に
考

え
ら
れ
た
り
整
理
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
前
進
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
先
程
も
言
い
ま
し
た
が
、
五
月
病
は
新
し
い
環
境
に
入
っ
た
人
な
ら
ば
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

も
の
で
、
誰
も
が
一
度
は
経
験
す
る
も
の
と
思
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
あ
れ
、
自
分
は

五
月
病
か
な
？
」
そ
う
感
じ
た
あ
な
た
、
家
族
や
友
人
に
あ
る
い
は
病
院
の
医
者
で
も
い
い
で
す

話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！　
　

【
ほ
し
横
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク　
家
庭
医
療
科　
星　
吾
朗
】

三
春
病
院 

家
庭
医
療
科
だ
よ
り

ほし横塚クリニック
家庭医療科

医師 星　吾朗先生

★ 家庭医療科の診療に
　ついては、病院窓口へ
　おたずねください。

5 月「八十八夜（はちじゅうはちや）」
　春から夏に移る節目の日で、この日から夏の
準備を始めます。
　 「八十八」という字を組み合わせると「米」
という字になることから、農業に従事する人に
とっては特別重要な日とされています。今でも、
農耕開始の到来を祝って神事が行われるところ
があります。

○平成 24 年度第 3 回モニター会議を開催しました

　３月 15 日、平成 24 年度第 3 回目となるモニター会議を開催しました。
会議の主旨は、地域の皆様から第三者的立場でのご意見を直接伺い、病院運
営に役立てることにあります。今年度最終となる当日は病院モニター５名全
員が参加され、病院側より受診患者数や収支状況、患者満足度調査について
報告させて頂きました。
　モニターの皆様からは貴重なご意見を多数頂戴しました。１年間本当にあ
りがとうございました。

○消防訓練を行いました

第 3 回モニター会議のようす

　万一の災害発生時の対応と、病院を利用される皆様の安全
を守るため２週連続で初期消火消防訓練を実施しました。
　３月 28 日は消防設備会社より講師をお招きし、各部署の
管理監督者が参加して初期消火の目的を学び、また消火器で
実技を行いました。
　４月４日は入職したばかりの新入職員を対象に、火災の発
見と通報、初期消火活動、避難誘導などについての研修会を
行いました。消火器を使用することが初めてという参加者が
多い中、操作方法に戸惑いながらも真剣に消火活動について
学んでいまいた。 3 月 28 日の訓練のようす 4 月 4 日の訓練のようす
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月のコラムニスト今



平
成
25
年
度
春
季
特
別
展
の

オ
ー
プ
ン
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た

宝
く
じ
の
助
成
で
長
獅
子
を

整
備
し
ま
し
た

第
２
も
み
じ
山
の
植
樹
作
業
を

実
施
し
ま
し
た

　

４
月
13
日
、「
さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
」
が
さ
く
ら
湖
周
辺
の
向
山
森
林
公
園
、

さ
く
ら
の
公
園
、
石
畑
水
生
生
物
観
察
園
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、
さ
く
ら
湖

流
域
の
住
民
や
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
さ

く
ら
湖
流
域
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
主
催
で
行

わ
れ
た
も
の
で
、
約
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た

　

本
年
度
の
春
季
特
別
展
「
講
所
か
ら
学
校
へ
」
は

5
月
26
日
ま
で
で
す
。

　

４
月
13
日
土
曜
日
、
資
料
館
前
庭
に
お
い
て
、
春

季
特
別
展
の
オ
ー
プ
ン
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
と
と
も

に
企
画
展
示
室
へ
移
り
、
担
当
職
員
が
展
示
解
説
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
は
、
資
料
館
が
開
館
30
周
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
三
春
藩
の
藩

校
で
あ
る
「
講
所
」
か
ら
、
明
治
初
期
に
三
春
に
開

設
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

で
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
類
な
ど
を
展
示
し
て
ご
紹

介
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽ 

会
場　

資
料
館
企
画
展
示
室

▽ 

料
金　

一
般
・
大
学
生　

５
０
０
円
（
20
名
以

上
は
団
体
割
引
が
あ
り
ま
す
）

▽ 

休
館
日　

5
月
7
・
13
・
20
日

　

開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

　
（
入
館
は
4
時
ま
で
）

第２もみじ山植樹作業のようす

　

３
月
30
日
、
第
２
の
も
み
じ
山
整
備
事
業
と

し
て
西
方
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
、
も
み
じ
山
仮

設
住
宅
の
皆
さ
ん
、
町
議
会
議
員
、
町
職
員
総

勢
73
人
が
参
加
し
、
約
２
０
０
本
の
も
み
じ
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
で
は
こ
の
山
の
東
側
の
道
路
を
挟

み
、
隣
接
す
る
約
５
㌶
の
用
地
に
５
年
か
ら
６

年
に
わ
た
り
も
み
じ
を
植
栽
し
、
秋
に
は
周
辺

の
も
み
じ
の
紅
葉
を
見
な
が
ら
、
ダ
ム
周
辺
を

ゆ
っ
た
り
散
策
で
き
る
よ
う
に
継
続
し
て
整
備

し
て
い
く
予
定
で
す
。

クリーンアップ作戦のようす 特別展展示解説のようす

　

新
町
字
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
宝
く
じ
の
助
成

金(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業)

を
受
け
て
長
獅

子
（
獅
子
頭
、
獅
子
幕
、
髭
、
尻
尾
）
を
整
備

し
ま
し
た
。
地
区
で
は
、伝
統
文
化
の
支
持
保
存
、

継
承
に
努
め
、
新
町
行
政
区
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

整備した長獅子
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新
し
い
監
査
委
員
が
就
任
し

ま
し
た

三
春
滝
桜
と
三
春
の
桜
が

フ
レ
ー
ム
切
手
に
な
り
ま
し
た

さ
く
ら
に
よ
る
活
動
を
表
彰

　

日
本
さ
く
ら
の
会
よ
り
受
賞

三
春
町
基
幹
相
談
支
援
セ
ン 

タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
三
春
町
福
祉
会
館
内
に

三
春
町
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
に
お
住
ま
い
の
障
が
い

の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
の
障
が
い
に
関
す
る

困
り
ご
と
や
悩
み
な
ど
の
相
談
を
総
合
的
に
お

受
け
い
た
し
ま
す
。
障
が
い
の
種
別
は
問
い
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
障
害
者
手
帳
の
有
無
や
年
齢
に
関
わ

ら
ず
相
談
で
き
ま
す
。

　

地
域
で
自
分
ら
し
く
、
自
立
し
た
日
常
生
活

ま
た
は
、
社
会
生
活
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
情

報
提
供
等
や
権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
援
助

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

三春町基幹相談支援センターへのアクセス

　

三
春
町
監
査
委
員
と
し
て
９
年
間
在
職
さ
れ
た
野
口
邦
彦
氏
が
３
月
31
日
付
け
に
て
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
た
に
、
３
月
定
例
会
で
議
会
の
同
意
を
得
た
大
津
茂
氏
（
八
島
台
）
が
、
三
春
町
監
査
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

監査委員に選任された大津茂さん

退任のようす

鈴木町長へ贈呈されたオリジナル『フレーム切手』

　

三
春
滝
桜
と
三
春
町
内
の
桜
の
名
所
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
二
組
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

が
日
本
郵
便
東
北
支
社
よ
り
販
売
さ
れ
、
平
成

25
年
４
月
３
日
に
福
島
県
中
部
地
区
連
絡
会
荒

木
総
括
局
長
よ
り
「
桜
の
切
手
を
通
し
て
福
島

県
の
元
気
な
姿
を
発
信
し
、
復
興
の
力
の
な
り

た
い
」
と
、
鈴
木
町
長
へ
そ
れ
ら
の
切
手
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

切
手
は
三
春
郵
便
局
な
ど
、
郵
便
局
72
局
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

町長へ受賞の報告をする吉田さん（右から 2 番目）と滝桜を守る会のみなさん

　

こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会

に
よ
る
「
さ
く
ら
功
労
者
」
と
し
て
、
吉
田
正
芳

さ
ん
（
上
舞
木
）
と
滝
桜
を
守
る
会
（
中
郷
小
学

校
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
さ
く
ら
の
保
護
や
育
成
、
さ
く

ら
を
通
じ
た
教
育
な
ど
に
功
績
の
あ
る
方
や
団
体

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

表
彰
は
、
４
月
10
日
に
東
京
都
の
憲
政
記
念
館

で
開
催
さ
れ
た
第
48
回
さ
く
ら
祭
り
中
央
大
会
の

席
上
で
行
わ
れ
、
吉
田
さ
ん
、
滝
桜
を
守
る
会
の

代
表
が
出
席
し
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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▼	役場１階窓口
	　【毎週水曜日】
	　1・8・15・22・29日
　	午後７時まで
	　【毎週日曜日】
	　5・12・19・26日
　	午前８時 30分〜 12時
※	取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▼	清掃センター
	　【土・日の持込みゴミの日】
	　18日（土）・19日（日）
　	午前９時〜午後４時
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主な施設の休館日

延長業務

小椋佳「歌紡ぎの会」
　三春交流館「まほら」は、開館 10 周年を迎えます。

◆ 日　時　６月 29 日（土）午後５時開演
※ おかげさまで、チケット完売しました。

▶ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

◎ 自主事業予定

三春交流館運営協会自主事業

「夏の雲は忘れない」ヒロシマ・ナガサキ 1945 年
　山口果林、高田敏江、長内美那子、柳川慶子、神保共子、大橋芳枝の 6 人
の女優さんとともに、町内の小学生 6 名も出演します。
　平成 16 年に上演した『地人会・朗読劇「この子たちの夏」ヒロシマ・ナ
ガサキ 1945 年』を覚えている方も多いことでしょう。その女優たちが「夏
の会」として新たに立ち上げ、毎年全国縦断しています。戦場カメラマン

「ジョー・オダネル」のスライドなども入り、演出も変わりました。原爆を受
けた母親や子どもたちの手記を朗読します。公演終了後はホワイエにて、女
優さんたちとの交流会があります。
　チケットはお早めにお求めください。
◆ 日　時　7 月 12 日（金）午後 7 時開演
◆ 入場料　全席指定　一般 2,000 円／中学生以下 1,000 円
　　　　　 チケット好評発売中！！

＊三春交流館運営協会自主事業のチケット購入の際は、みはるカードの満点  
　カード（500 円）を使用できます。

女優たちによる朗読劇

一般 5,000円
高校生以下 3,000円

開催日 事業内容 開演時間 前売券

東 誠三「ピアノリサイタル」
ベートーヴェン・ピアノソナタ全曲演奏会
（全8回　2008年~2012年）を終え、ライブ
録音CD全9集が発売されます。音楽雑誌でも
高い評価を受け、「まほらホール」の名が全
国に知れ渡るようになりました。ベートー
ヴェンの名曲やほかの作曲家の作品も演奏も
される予定です。（8月チケット発売予定）

「まほら」ニューイヤーコンサート2014
日本フィルハーモニー交響楽団
（10月チケット発売予定）

平成26年
1月13日（月・祝日）

６月29日（土） 小椋佳「歌紡ぎの会」 午後５時 完売しました。

７月12日（金） 午後７時
一般 2,000円
中学生以下 1,000円

宮川 彬良「未来の音楽授業！~アキラ塾」
発売開始6月20日（木）10:00
電話予約6月21日（金）10:00

未定

午後３時

午後６時

女優たちによる朗読
「夏の雲は忘れない」ヒロシマ・ナガサキ1945年

11月16日（土）

9月28日（土） 一般 3,500円
高校生以下 1,500円

一般 3,500円
高校生以下 1,500円

▼	図書館（☎ 62-3375）
　5月１・３〜 6・13・20・27日
▼	体育施設（☎62-6212）
　５月 7・13・20・27日
▼	ステーション（☎61-1546）
　休まず営業しています
▼	歴史民俗資料館・人形館
　５月7・13・20・27日
	（☎ 62-5263）
▼	三春交流館（☎62-3837）
　５月 13・20・27日
▼	中央児童館（☎62-8666）
　日曜日、祝日
▼	子育てサロン（☎62-2748）
　（第 2保育所内）
　5月 17・28・31日
　土・日曜日、祝日
▼	役場・保健センター
　土・日曜日、祝日



M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 5 月・６月のイベント情報 ◆◆◆ ※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。

　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

刑務所作業製品展示即売会

東北青少年音楽コンクール福島予選会

５月
25日（土）
26日（日）

三春磐州市 「さつき市」
5月
 18日（土）

５月

23日（木）

第5回みちのくダム湖サミットin三春

６日（木）
７日（金）
８日（土）

６月

花の輪ホーンサート

★ パンスターズ彗星が見えました
　３月 10 日に太陽に最接近してテレビや新聞で話題となったパンスターズ彗星の姿を自然観察ステーションでも
撮影に成功しました。
　パンスターズ彗星は発見当初、肉眼でも観察できるかと期待されましたが、思ったほど明るくならなかったのと
春がすみで空の透明度が悪い西空低空での観察となり、残念ながら肉眼で見ることはできませんでした。
　しかし双眼鏡や望遠鏡を使って観察すると尾を引く彗星らしい姿を見ることができました。
　11 月下旬から 12 月上旬にかけて、パンスターズ彗星よりもはるかに明るくなるとされるアイソン彗星が太陽
に接近します。こちらもご期待下さい。

▶ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837
三春町で観察したパンスターズ彗星ステーションで観察したパンスターズ彗星
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趣
味
・
教
養

　春の天体を中心に観察を行います。
▶ 日　時　5 月 10 日（金）、18 日（土）
　　　　  　午後７時～９時
　　　　 　※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　大人 200 円／子ども 100 円
▶ 講　師　本多憲光さん、影山博さん
※ 寒くない服装でお越しください。

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　さくら湖周辺で春の渡り鳥や植物・昆虫などの観察
を行います。
▶ 日　時　６月 1 日（土）午前 10 時～ 12 時
　　　　 　※ 雨天中止
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参加料　無料
▶ 持参品　双眼鏡、活動しやすい服装
▶ 講　師　佐々木浩一さん、武地優子さん
　 　　　　堀越正文さん、小林潤一郎さん

　 申込・問　自然観察ステーション　☎ 61-1546

さくら湖周辺の自然観察会

カブトムシの幼虫採集
さくら湖周辺プランクトン観察会

　カブトムシの幼虫を採集し、飼育法を指導します。
　カブトムシの幼虫採集実施後にさくら湖のプランクト
ンの発生状況の観察を行います。
▶ 日　時　５月 26 日（日）午前 10 時～ 12 時 30 分
▶ 集合場所　自然観察ステーション
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〈
お
は
な
し
会
・

　
　

絵
本
と
わ
ら
べ
唄
〉

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

▼ 

日
時　
5
月
8
・
22
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
５
月
12
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

【
木
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

対
象　
小
学
校
低
学
年

▼ 

日
時　
５
月
16
日
（
木
）
放
課
後

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で

は
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　

今
年
の
標
語
は
『
た
く
さ
ん
読

ん
で
大
き
く
な
あ
れ
』。

　

三
春
町
民
図
書
館
で
は
、
お
勧

め
の
こ
ど
も
の
本
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
心

に
栄
養
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

★ 

お
り
が
み
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
５
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～

▼ 

内
容　
お
り
が
み
バ
ッ
グ
作
り

　

と
年
間
活
動
計
画

●　

●　

●

★ 

理
科
ク
ラ
ブ

▼ 

日
時　
５
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～

▼ 
内
容　
プ
ラ
バ
ン
づ
く
り

▼ 
対
象　
小
・
中
学
生
と
保
護
者

▼ 
申
込
期
限　
５
月
16
日
（
木
）

▼ 

指
導
者　

吉
川
久
三
さ
ん
ほ

か
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　

 　
　
　
　
　

☎
62-
８
６
６
６

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

正
義
の
セ
（
阿
川
佐
和
子
）
／
一
路
（
浅

田
次
郎
）
／
闇
医
者
お
ゑ
ん
必
録
帖
（
あ

さ
の
あ
つ
こ
）
／
愛
し
い
ひ
と
に
さ
よ
な

ら
を
言
う
（
石
井
睦
美
）
／
そ
れ
を
愛
と

ま
ち
が
え
る
か
ら
（
井
上
荒
野
）
／
む
つ

か
し
き
こ
と
承
り
候
（
岩
井
三
四
二
）
／

慟
哭
の
家
（
江
上
剛
）
／
九
死
一
生
（
小

手
鞠
る
い
）
／
晩
夏
（
今
野
敏
）
／
還
れ

ぬ
家
（
佐
伯
一
麦
）
／
ロ
ー
カ
ル
線
で
行

こ
う
！（
真
保
裕
一
）／
本
能
寺
遊
戯（
高

井
忍
）／
肉
骨
茶（
高
尾
長
良
）／
ツ
リ
ー

（
高
橋
克
彦
）
／
永
遠
者
（
辻
仁
成
）
／

ロ
ス
ト
・
ケ
ア
（
葉
真
中
顕
）
／
春
風
伝

（
葉
室
麟
）／
パ
ン
屋
を
襲
う（
村
上
春
樹
）

／
透
明
な
人
参（
莫
言
）／
キ
ャ
サ
リ
ン・

カ
ー
の
終
わ
り
な
き
旅
（
ト
マ
ス
・
Ｈ
・

ク
ッ
ク
）
／
包
囲
（
ヘ
レ
ン・ダ
ン
モ
ア
）

今月の お すす め 本
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
入
門
／
50
歳
か
ら

は
「
孤
独
力
」
！
／
一
四
七
四
年
、
そ

の
一
冊
が
す
べ
て
を
変
え
た
／
古
代

ロ
ー
マ
帝
国
１
万
５
０
０
０
キ
ロ
の
旅

／
ア
メ
リ
カ
の
新
・
中
国
戦
略
を
知
ら

※新着コーナーには５月２日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

差
別
と
人
権
／
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有
引
力

／
こ
ん
な
家
に
す
ん
で
た
ら
～
世
界
の
家

の
絵
本
／
原
子
力
災
害
か
ら
い
の
ち
を
守

る
科
学
／
10
歳
か
ら
の
お
菓
子
づ
く
り
／

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
～
澤

穂
希
／
八
月
の
光
／
母
ち
ゃ
ん
の
も
と
／

林
業
少
年
／
体
育
館
の
日
曜
日
／
パ
ン
プ

キ
ン
・
ロ
ー
ド
／
ス
タ
ー
リ
ン
の
鼻
が

落
っ
こ
ち
た
／
魔
法
の
言
葉
／
つ
な
み
て

ん
で
ん
こ 

は
し
れ
、
上
へ
！
／
へ
ん
し

ん
ど
う
ぶ
つ
え
ん
／
も
も
ん
ち
ゃ
ん
し
～

／
て
ん
じ
つ
き
さ
わ
る
え
ほ
ん
～
さ
わ
る

め
い
ろ
／
ふ
か
い
あ
な

 『滝平二郎きりえ名作集　朝
　日新聞日曜版から冬－春篇』
　滝平二郎／著　朝日新聞出版

　切り絵・版画作家の滝平二郎
の作品集です。滝平さんの古き
よき「日本のふるさと」を表現
した作品は、年配の方には懐か
しく、若い方には新鮮に映るの
ではないでしょうか。

な
い
日
本
人
／
シ
ニ
ア
企
業
の
成
功
術

／
さ
あ
、
育
休
後
か
ら
は
じ
め
よ
う
／

や
っ
て
は
い
け
な
い
日
本
人
の
マ
ナ
ー

／
境
界
を
生
き
る
／
証
言
記
録
東
日
本

大
震
災
／
昨
日
ま
で
の
世
界
／
さ
ぼ
り

上
手
な
動
物
た
ち
／
小
笠
原
先
生
、
ひ

と
り
で
家
で
死
ね
ま
す
か
？
／
機
械
と

の
競
争
／
世
界
の
か
わ
い
い
編
み
物 

／
い
ち
ば
ん
か
ん
た
ん
な
、
野
菜
フ

リ
ー
ジ
ン
グ
の
本
／
ミ
ュ
シ
ャ
の
世
界

／
図
説
日
本
の
辞
書
／
武
と
愛
の
人
新

島
八
重
の
生
涯
／
花
咲
う
被
災
地
の
櫻

と
復
興

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

今
月
行
事
の
お
知
ら
せ
〉

★ 

の
び
の
び
の
日

▼ 

日
時　
５
月
7
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
が
で
き

　

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

　

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

　

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

★ 

お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 

日
時　
５
月
9
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
手

遊
び
や
お
話
を
楽
し
む
時
間
で

す
。
０
か
ら
２
歳
児
が
楽
し
め

る
内
容
で
す
。

●　

●　

●

★ 

食
育
講
座
（
要
予
約
）

　

「
離
乳
食
編
初
期
か
ら
中
期
」

▼ 

日
時　
５
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
５
か
ら
８
か
月
児
と
保

　

護
者
６
組

▼ 

内
容　
離
乳
食
初
期
か
ら
中
期

　

に
つ
い
て
、
町
の
栄
養
士
か
ら

　

具
体
的
に
話
を
聞
き
ま
す
。

▼ 

持
ち
物　
母
子
手
帳

▼ 

申
込
期
限　
５
月
13
日
（
月
）

●　

●　

●

★ 

遊
び
の
広
場

▼ 

日
時　
５
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 
対
象　
既
に
登
録
済
の
親
子
20
組

●　

●　

●

★ 

お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 

日
時　
５
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
５
月
生
ま
れ

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 

内
容　

身
長
体
重
測
定
や
手

形
を
押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生

カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。
大
き
な

ケ
ー
キ
を
囲
ん
で
お
祝
い
を
し

ま
す
。

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書



お
詫
び
と
訂
正

　
「
成
人
健
康
診
査
の
し
お
り
」

の
７
ペ
ー
ジ
の
婦
人
科
集
団
検

診
の
日
程
の
中
で
、
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

① 

「
子
宮
頸
が
ん
・
骨
粗
し
ょ

う
症
集
団
検
診
」

▼ 

誤　
６
月
17
日
（
木
）

▼ 

正　
６
月
17
日
（
月
）

実施日

   

会場 対象地区

5月  8日（水）

5月  9日（木）

5月10日（金）

5月13日（月）

5月14日（火）

5月15日（水）

5月16日（木）

5月17日（金）

5月29日（水）

5月30日（木）

5月31日（金）

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

要田地区交流館大平荘

八島台集会所

中妻地区公民館

沢石会館

中郷地区交流館

保健センター

中町

荒町

八幡町

大町・北町

新町

北成田・南成田・庄司・熊耳

八島台

鷹巣・斎藤・沼沢・西方

青石・実沢・富沢

過足　春沢　蛇石　滝　柴原　狐田　樋渡　根本

込木・芹ヶ沢・貝山
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子
ど
も
・
親
子

健　

康

〈
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
〉

　

今
年
（
２
月
20
日
現
在
）
の
風

し
ん
発
生
率
が
昨
年
の
約
20
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
風
し
ん
は
、
妊

娠
初
期
の
妊
婦
が
か
か
る
と
、
お

な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
感
染
し
、

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
、
目
が
見
え

に
く
い
、
生
ま
れ
つ
き
心
臓
に
障

害
が
あ
る
な
ど
「
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
」
と
い
う
病
気
に
か
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
婦
の
い
る
家
族
の
方
は
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

▼ 

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
対
象

▽ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
Ⅰ
期

　

 

満
１
歳
～
２
歳
未
満

▽ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
Ⅱ
期

　

 

小
学
校
入
学
前
年
度
の
お
子
さ
ん

　

 （
平
成
19
年
４
月
２
日
生
ま
れ

　

 

～
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼ 

申
込
・
問　

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
総
合
集
団
健
康
診
査
を

受
け
に
行
こ
う
！
〉

　

今
年
も
健
診
の
時
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　

健
診
は
、
今

の
自
分
の
健
康

状
態
を
知
り
、

自
覚
症
状
の
な

い
生
活
習
慣
病

の
芽
を
摘
み
取

る
チ
ャ
ン
ス
で

す
！

　

病
気
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
医
療

費
も
か
か
ら
ず
、

い
つ
ま
で
も
健

康
で
明
る
い
生

活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

も
し
、
メ
タ
ボ

の
疑
い
が
出
て

し
ま
っ
て
も
ご

安
心
を
。
そ
ん

な
方
に
は
、
専

門
家
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ら
れ
る
特
典
も
つ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
今
年
初
め
て
の
方
も
、
去

年
は
受
け
な
か
っ
た
方
も
、
毎
年
き

ち
ん
と
受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

も
、『
三
春
町
成
人
健
康
診
査
の
し
お

り
』（
４
月
に
送
付
）
を
確
認
の
上
、

健
診
を
受
け
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

◆ ５月総合集団健診日程

〈
鳥
イ
ン
フ
ル(

H
７
N
９
）

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉

　

中
国
に
お
い
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
Ｈ
７
Ｎ
９
）
の
ヒ
ト
へ
の

感
染
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
38
度

以
上
の
発
熱
と
急
性
呼
吸
器
症
状

が
み
ら
れ
、
発
症
前
10
日
以
内
に

中
国
に
渡
航
又
は
居
住
し
て
い
た

方
は
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
そ
の
他
心
配
な
こ
と
に

つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼ 

問 

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所 

医
療
薬

 

事
課
感
染
症
予
防
チ
ー
ム

 

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
１
８

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

 

☎
62-

５
１
１
０

健康診査のしおり

〈
今
後
の
保
育
所
・
幼
稚
園

の
方
向
性
に
つ
い
て
の
説
明

会
〉

　

町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
町
政
の
重
要
な
柱
と
し
て
位
置

づ
け
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

保
育
所
・
幼
稚
園
は
、
子
育
て

支
援
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
、

子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
た
め
、
保
育
所
の
公
設
民
営

化
を
含
め
た
今
後
の
方
向
性
を
ま

と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

保
育
所
・
幼
稚
園
の
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事

前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
駐
車
場
は
、
運
動
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

　

５
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

▼ 

場
所　
第
２
保
育
所
遊
戯
室

▼ 

問　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
１
９

〈
5
月
24
日
（
金
）
は
保
健

セ
ン
タ
ー
開
放
日
〉

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
５
月
24
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
５
月
24
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
～

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

▼ 

申
込
期
限　
５
月
17
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８
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〈
平
成
25
年
度
土
地
・
家
屋

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧
〉

　

ご
自
分
の
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
の
価
格
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

縦
覧
期
間　
５
月
31
日
（
金
）
ま
で

※ 

日
曜
日
の
午
後
０
時
以
降
、
土

　

曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

▼ 

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼ 

場
所　

役
場
１
階 

税
務
窓
口
カ

　

ウ
ン
タ
ー

▼ 

縦
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の

　

納
税
者
お
よ
び
納
税
者
の
委
任

　

状
を
持
参
し
た
人
（
縦
覧
さ
れ

　

る
方
は
、
免
許
証
な
ど
の
本
人

　

確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
）

▼ 

問　

税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
７

〈
乳
幼
児
健
康
診
査
〉

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

区　分 対　象日時・場所

母子手帳・問診票・   
バスタオル

母子手帳・問診票・
バスタオル９〜

10か月児

３〜
４か月児

５月21日（火）
13時集合
保健センター
５月2９日（水）
9時集合
町立三春病院

個別にお知らせします

平成24年
７月19日～
８月31日生まれ

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル・

５月23日（木）
13時～13時30分受付
保健センター

平成23年
10月１日～
10月31日生まれ

１歳
６か月児

３〜
４か月児

９〜
10か月児

１歳
６か月児

母子手帳・問診票
歯ブラシ・コップ・
タオル

５月22日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成21年１月22日～
平成22年
2月28日生まれ

3歳児3歳児

持ってくるもの〈
献
血
車
が
や
っ
て
き
ま
す
〉

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
５
月
22
日
（
水
）

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
（
株
）M
ARU

W
A Q

U
ARTZ

　

三
春
工
場

▽ 

午
後
０
時
30
分
～
２
時
30
分

　

フ
ガ
ク
工
機
（
株
）
東
北
工
場

〈
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、
便
利
・
安
心
・
確
実
な

口
座
振
替
で
！
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、

納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利

で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と

し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
割
制
度

や
、
６
ヶ
月
前
納
・
１
年
前
納
も

あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

お
申
し
込
み
の
際
は
、
役
場
窓

口
や
年
金
事
務
所
に
備
え
付
け
の

申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・

押
印
し
て
、
口
座
振
替
を
希
望
さ

れ
る
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
年

金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽ 

午
後
３
時
～
５
時

　

大
島
工
業
（
株
）
三
春
工
場

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〉

　

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
な
ど
、
心
の

健
康
を
崩
し
て
し
ま
う
要
因
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
育
て
や
家

族
関
係
、
職
場
の
人
間
関
係
の
悩

み
な
ど
で
こ
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
り
、
思
春
期
の
不
安
や
ひ

き
こ
も
り
の
悩
み
、
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
や
薬
物
依
存
な
ど
で
苦
し
む

方
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
や
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
や
家
族
で
「
こ
こ
ろ
の
悩

み
」
を
持
つ
方
の
た
め
に
、
町
で

は
専
門
家
に
依
頼
し
て
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
完

全
予
約
制
で
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
を

ご
希
望
の
方
は
、
保
健
師
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

　

 

５
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

相
談
担
当　
臨
床
心
理
士

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

▼ 

問
▽ 

日
本
年
金
機
構 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▽ 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
農
業
研
修
（
上
半
期
）
の

ご
案
内
〉

　

福
島
県
農
業
短
期
大
学
校
に
お

い
て
、
新
規
就
農
者
等
を
対
象
と

す
る
内
容
の
農
業
研
修
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
は
次
の
よ
う
な
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

就
農
準
備
研
修　

　

春
コ
ー
ス
５
月
～
８
月
（
７
日
間
）

▼ 

新
規
就
農
コ
ー
ス

▽ 

基
礎
コ
ー
ス　

５
月
～
11
月　

（
40
日
間
程
度
）

▽ 

専
門
コ
ー
ス　

５
月
～
11
月

（
７
つ
の
科
目
が
あ
り
希
望
の
科

目
を
受
講
し
ま
す
。
１
科
目
５
日

程
度
）

▼ 

女
性
農
業
経
営
者
育
成
研
修　

　

５
月
～
11
月
（
７
日
間
の
共
通

研
修
＋
選
択
で
作
物
栽
培
、
農
産

物
加
工
、
農
業
機
械
操
作
運
転
の

研
修
が
あ
り
ま
す
。
各
２
日
～
５

日
程
度
）

▼ 

農
産
加
工
研
修

　

５
月
～
11
月
（
各
１
日
程
度
、
随

時
申
込
み
）

▼ 

農
業
機
械
研
修

　

５
月
～
12
月
（
各
２
日
～
５
日
程

度
、
随
時
申
込
み
）

　

受
講
希
望
の
方
は
、
次
の
連
絡

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２
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健　

康

年　

金

税　

金

農　

業

暮
ら
し

▼ 

注
意
事
項

▽ 

学
科
講
習
は
、
飼
い
主
さ
ん   

の
み
の
参
加
で
す
。
飼
い
犬
は

連
れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

実
技
講
習
は
、
飼
い
犬
同
伴
で

の
参
加
で
す
。

▽ 

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
登
録

及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

し
て
い
な
い
犬
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

▽ 

感
染
予
防
の
た
め
、
混
合
ワ
ク

チ
ン
の
未
接
種
の
飼
い
犬
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

申
込
・
問

▽ 

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

 

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
２
１

※
第
２
回
は
９
月
に
予
定
し
て
い

　

ま
す
。

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。

径
10
㌢
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
と

し
、
同
様
に
燃
え
る
ご
み
の
袋

で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

な
お
、
庭
木
の
み
の
受
入
と
な

り
ま
す
。
大
木
や
裏
山
の
雑
木

等
は
従
来
ど
お
り
受
入
で
き
ま

せ
ん
。

　

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減

量
化
と
搬
入
の
自
粛
に
特
段
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▼ 

問　

 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  

☎
62-

２
１
４
７ 

〈
第
１
回
飼
い
犬
の
し
つ
け
方

教
室
開
催
の
ご
案
内
〉

【
学
科
講
習
】

▼ 

日
時　
６
月
６
日
（
木
）

　

 　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼ 

場
所　

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
２
階
大
会
議
室

（
須
賀
川
市
旭
町
１
５
３
番
１
号
）

【
実
技
講
習
】

▼ 

日
時　
６
月
12
日
（
水
）

　

 　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼ 

場
所　

　

 

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
２
階
大
会
議
室

　

 

（
須
賀
川
市
旭
町
１
５
３
番
１
号
）

〈
三
春
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

庭
木
を
搬
入
す
る
方
へ
の
お

願
い
〉

▼ 

郡
内
で
は
大
量
の
燃
え
る
ご

み
が
発
生
し
、
西
部
環
境
セ
ン

タ
ー
の
能
力
が
限
界
に
近
づ
い

て
お
り
ま
す
。
西
部
環
境
セ
ン

タ
ー
で
能
力
の
限
界
を
超
え
た

場
合
、
予
告
な
く
搬
入
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼ 

庭
木(

剪
定
枝
等)

に
つ
い
て

は
、
細
か
く
切
っ
た
上
で
、
燃

え
る
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。
幹
部
分
は
直 

〈
認
知
症
の
家
族
の
会　

「
ほ

〜
っ
と
倶
楽
部
」
活
動
中
〉

　

85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
は

「
認
知
症
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
現
代
。
認
知
症
は
決
し
て
珍

し
く
な
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、

意
外
と
認
知
症
に
つ
い
て
知
ら
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
悩
み
苦
し
ん

で
い
る
方
々
が
多
い
の
も
事
実
で

す
。

　

こ
の
「
ほ
～
っ
と
倶
楽
部
」
は
、

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方

が
自
由
に
な
ん
で
も
話
せ
る
場

所
、「
ほ
～
っ
と
一
息
つ
け
る
」「
ほ

～
っ
と
安
心
で
き
る
」
場
所
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
活
動
に
参
加
し
て
、
ほ

～
っ
と
し
ま
せ
ん
か
。

▼ 

活
動
日　

　

５
月
21
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼ 
問 

三
春
町
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー

 
（
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

 
☎
62-

８
５
８
６

〈
農
作
業
中
の
事
故
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
〉

　

春
先
は
、
農
作
業
が
集
中
し
、

事
故
も
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　

今
年
も
４
月
に
死
亡
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

機
械
や
自
身
に
安
全
装
置
を
忘

れ
ず
に
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２

〈
山
菜
・
た
け
の
こ
」
の
採
取
・

出
荷
等
に
つ
い
て
〉

　
野
生
の
山
菜
・
た
け
の
こ
が
出

て
く
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
に
よ
る
放
射
性
物
質
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
て

お
り
、
山
菜
・
た
け
の
こ
に
つ
い

て
も
15
品
目
の
検
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

24
年
春
の
検
査
の
時
に
、
三
春

町
で
は
「
た
け
の
こ
」「
く
さ
そ

て
つ
（
こ
ご
み
）」
の
２
品
目
に

つ
い
て
１
㌔
あ
た
り
１
０
０
ベ
ク

レ
ル
の
基
準
値
を
超
え
て
い
た
た

め
、
こ
れ
ら
の
２
品
目
は
出
荷
が

制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
山
菜
や
タ
ケ
ノ

コ
に
つ
い
て
は
今
年
も
再
度
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
基
準
値

を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
売
っ
た
り
、
食
べ
た
り
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

検
査
の
結
果
が
出
る
ま
で
は
出

荷
・
販
売
に
は
出
さ
な
い
で
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
な

る
べ
く
早
い
う
ち
に
検
査
を
実
施

し
た
い
の
で
、
野
生
の
山
菜
・
た

け
の
こ
が
収
穫
で
き
る
く
ら
い
に

育
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
時
に

は
、
三
春
町
役
場
産
業
課
へ
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
で
は
農
産
物
や
山
菜
・

た
け
の
こ
に
つ
い
て
、
無
料
で
放

射
性
物
質
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
可
食

部
分
で
１
㌔
程
度
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２

〈
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
〉

　

夫
婦
が
と
も
に
助
け
合
い
、
力

を
合
わ
せ
て
良
き
家
庭
を
築
き
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
労
苦

に
対
し
、
県
内
で
金
婚
式
（
50
年
）

を
迎
え
る
夫
婦
全
組
に
表
彰
状
・

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼ 

対
象
者　

　

昭
和
38
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

全
組
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
前
回
ま
で
に
届
け
出
も

れ
の
あ
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

▼ 

申
込
方
法　

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

役
場
住
民
課
、
三
春
町
福
祉
会
館
、

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
の

い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　
６
月
28
日
（
金
）

▼ 

表
彰
日
時　
日
程
が
決
ま
り
次

　

第
、
申
し
込
み
さ
れ
た
方
々
へ

　

直
接
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

主
催　
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

　

合
会
、
福
島
民
報
社

▼ 

後
援 

福
島
県
、
福
島
県
市
長

　

会
、
福
島
県
町
村
会

▼ 

問　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

３
１
６
６
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◆ 狂犬病予防注射日程表 〈
狂
犬
病
予
防
注
射(

集
合

注
射) 

の
お
知
ら
せ
〉

　

今
年
も
各
地
区
巡
回
に
よ
る
集

合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
ど
の
会

場
で
も
自
由
に
予
防
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
狂
犬
病
を

予
防
す
る
た
め
、
予
防
注
射
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼ 

登
録
済
み
の
方

　

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

当
日
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼ 

料
金

▽ 

注
射
料 

２
、５
５
０
円

▽ 

注
射
済
票
交
付
手
数
料 

５
５
０
円

▽ 

合
計
料
金 

３
、１
０
０
円

▼ 

登
録
を
し
て
い
な
い
方

　

集
合
注
射
会
場
で
登
録
が
で
き

ま
す
。

（
登
録
料
と
し
て
右
記
の
料
金
の

ほ
か
に
３
、０
０
０
円
が
か
か
り

ま
す
。）

▼ 

そ
の
他

　
会
場
へ
は
必
ず
犬
を
制
御
で
き

る
人
が
来
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
集
合
注
射
で
予
防
注
射

を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
動
物

病
院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
鑑
札
お
よ
び
注
射

済
票
の
交
付
は
、「
さ
く
ら
動
物

病
院
」
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

南成田集会所

沢石会館

要田交流館大平荘

ＪＡたむらプラント跡地（中尾ガソリンスタンド斜め向い）

山田集会所

旧ＪＡたむら岩江支所前

下舞木集会所

下舞木南部集会所

ＪＡたむら御木沢センター

中妻地区公民館

中郷地区交流館

蛇石集会所

貝山集会所

八島台集会所

三春町役場（さわやかトイレ前）

期　　日

9：00  ～  10：00

10：20  ～  11：50

12：50  ～  13：50

14：10  ～  15：10

 9：00  ～  10：00

10：20  ～  11：50

 12：50  ～ 14：30

14：50  ～  15：30 

  9：00  ～  10：00

10：30  ～  12：00

13：00  ～  13：50

14：00  ～  15：00

  9：00  ～  10：10

10：30  ～  12：00

13：00  ～  15：00

時　　間 集合注射会場

5月11日（土）

5月12日（日）

5月25日（土）

5月26日（日）

〈
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト

in
三
春
」
を
開
催
し
ま
す
〉

　
第
５
回
目
と
な
る
「
み
ち
の
く

ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
が
三
春
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
東
北
地

方
の
直
轄
管
理
ダ
ム
所
在
地
市
町

村
長
が
集
ま
り
、
ダ
ム
水
源
地
域

の
活
性
化
や
上
下
流
連
携
な
ど
に

関
す
る
意
見
交
換
を
行
う
ほ
か
、

人
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
、

関
係
機
関
の
情
報
提
供
や
紹
介
を

し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

基
調
講
演
、
県
内
の
各
ダ
ム
で
活

動
を
し
て
い
る
団
体
か
ら
の
活
動

報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
の
皆
様
方
や
関
係
機
関
の

方
々
が
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

ダ
ム
を
活
か
し
た
水
源
地
域
活
性

化
に
関
す
る
取
組
事
例
や
今
後
の

目
標
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

日
時　

　

５
月
23
日
（
木
）
午
後
１
時
～

５
時
（
開
場
午
後
０
時
）

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら

ホ
ー
ル
」　

※
入
場
無
料

▼ 

問　
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
１
３

〈
三
春
町
い
き
い
き
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

　

三
春
町
い
き
い
き
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊

厳
あ
る
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
か
ら
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
を
支
え
る
機
関
で
す
。

　

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会

福
祉
士
、
保
健
師
、
介
護
支
援
専

門
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を

活
か
し
、
互
い
に
連
携
を
と
り
な

が
ら
「
チ
ー
ム
」
と
し
て
総
合
的

に
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
を
支
え
ま

す
。

　

介
護
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
以

外
に
も
、
健
康
や
福
祉
、
医
療
や

生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
も
、

ま
ず
は
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
５

▼ 

問

　

三
春
町
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

☎
62-

８
５
８
６

いきいき支援センターのスタッフ
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募　

集

暮
ら
し

広　
告　
欄

〈
水
道
検
針
の
お
知
ら
せ
〉

　
水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
５
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

い
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

▽ 

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

▽ 

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、

水
量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ

て
い
た
だ
く
料
金
で
す
。

▽ 
納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合

は
、
奇
数
月
の
25
日
で
す
。

▼ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

▽ 

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申

し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
水
道
料
金
を
支
払
う

制
度
で
す
。

▽ 

各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融
機

関
届
出
印
鑑
と
通
帳
お
よ
び
水

道
料
金
の
領
収
書
を
持
参
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

取
扱
金
融
機
関

　

た
む
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、
郡

山
信
用
金
庫
、
郵
便
局
、
各
支
店

東
北
労
働
金
庫
郡
山
支
店
、
郡
山

東
支
店

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
５
０
０

〈
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て
〉

　
発
達
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
保

育
所
・
幼
稚
園
や
小
中
学
校
で
教

育
的
な
支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん

の
保
護
者
の
方
へ
、
専
門
相
談
員

が
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
対
象
と
な
る
方
は
、
発
達

の
遅
れ
な
ど
が
心
配
、
ま
た
、
他

の
子
ど
も
と
比
べ
て
違
和
感
を
感

じ
る
な
ど
、
自
分
の
お
子
さ
ん
と

の
関
わ
り
あ
い
に
不
安
や
悩
み
、

困
り
感
を
抱
え
て
い
る
保
護
者
で

す
。

　

未
就
学
児
や
保
育
所
・
幼
稚
園

へ
通
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
の
保

護
者
の
方
に
つ
い
て
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

相
談
日
は
不
定
期
（
月
か
ら
金

ま
で
の
う
ち
の
３
日
間
開
設
）
で

す
の
で
、
事
前
に
電
話
連
絡
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

 

教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  

☎
62-

６
３
１
０

〈
旧
三
春
町
公
民
館
の
解
体

工
事
の
お
知
ら
せ
〉

　

５
月
末
か
ら
、
大
町
地
内
に
あ

る
旧
三
春
町
公
民
館
の
解
体
工
事

が
始
ま
り
ま
す
。
歩
道
に
は
足
場

を
設
置
す
る
予
定
で
す
の
で
、
周

辺
を
通
行
す
る
際
は
、
十
分
注
意

し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
３
２

▼ 

応
募
資
格　

　

町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
選
挙

権
の
あ
る
方

▼ 

応
募
方
法　

　
「
投
票
立
会
人
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
三
春
町
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
役
場
２
階
総

務
課
内
）
に
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、

郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
書
は
役
場
１
階
窓

口
お
よ
び
総
務
課
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。（
お
電
話
い
た
だ
け
れ

ば
申
込
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。）

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼ 

募
集
区
分

▽ 

期
日
前
投
票
所 

投
票
立
会
人

　

三
春
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
お
り
、
期
日
前
投
票
開
設

の
期
間
（
公
示
日
等
の
翌
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
で
月

～
金
曜
日
を
含
む
）
の
期
日
前
投

票
所
に
お
い
て
、
投
票
に
立
会
う

こ
と
が
可
能
な
方
。

▽ 

投
票
日
投
票
所 

投
票
立
会
人

　
各
投
票
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
当
日
の
投

票
所
に
お
い
て
、
投
票
に
立
会
う

こ
と
が
可
能
な
方
。

▼ 

問　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

 　
　
（
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ
内
）

　
 　

　

☎ 

62-

２
１
１
１

〈
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募

集
し
ま
す
〉

　

投
票
立
会
人
は
、
投
票
所
や
期

日
前
投
票
所
で
投
票
事
務
が
公
正

に
行
わ
れ
る
よ
う
立
ち
会
っ
て
い

た
だ
く
方
の
こ
と
で
す
。
選
挙
権

の
あ
る
方
で
三
春
町
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ

ば
、
年
齢
・
性
別
・
職
業
な
ど
に

関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
務
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
若
い
方
の
選
挙
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、
若
年
層
の
投
票

率
向
上
を
図
る
こ
と
か
ら
、
20
代
・

30
代
の
方
の
積
極
的
な
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

広 告 欄



広　
告　
欄

● 

三
春
幼
稚
園 

光
の
子
保
育
園
ト
ピ
ッ
ク

○ 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
習
会

　

今
話
題
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

遮
光
効
果
・
冷
却
効
果
が
あ
り
、
省
エ
ネ
に
繋
げ
る
手
法
で
す
。

　

夏
に
向
け
て
、
一
緒
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

▼ 

日
時　
５
月
31
日
（
金
）　

午
前
10
時
～
11
時

▼ 

場
所　
三
春
幼
稚
園 

▼ 

参
加
費　
５
０
０
円

▼ 

申
込
期
限　
５
月
24
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　
三
春
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園 

☎
62-

２
５
４
８

　

※
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

村
上
真
哉
講
師
の
少
年
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

三
春
町
出
身
の
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
投
手
、
村
上
真
哉
さ
ん

の
少
年
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

対
象
は
小
学
生
、
参
加
料
は
無
料
、
野
球
が
は
じ
め
て
の
方
で
も
大

丈
夫
で
す
。

　

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
も
一
緒
に
、野
球
場
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

参
加
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

▼ 
日
時　
６
月
15
日
（
土
）　

午
前
10
時
～

▼ 

会
場　
三
春
町
営
野
球
場　

※
雨
天
時
は
三
春
町
民
体
育
館 

▼ 

申
込
・
問　
三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

監
督　

橋
本
厚
枝

 　
　
　
　
　
　

☎
０
９
０-

６
２
２
５-

９
５
１
７

● 

第
18
回
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
本

大
会
は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
々
お
よ
び
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
々

が
年
に
一
度
の
ゴ
ル
フ
大
会
を
通
じ
て
親
睦
を
図
る
大
会
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
仮
設
住
宅
に
避
難
さ
れ
て
い
る
富
岡
町
、
葛
尾
村
の

18
歳
以
上
（
男
女
問
わ
な
い
）
の
住
民
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、奮
っ

30

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
る
家
賃
月
額
に
な

り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の
３
か

月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
、
駐

車
場
使
用
料
（
駐
車
場
有
り
の
場

合
）、
共
益
費
、
給
湯
器
・
浴
槽
リ
ー

ス
代
、
組
費
な
ど
の
負
担
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

単
身
者
で
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で 

あ
る
こ
と
。

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
（
た

だ
し
、
若
年
の
単
身
者
の
方
で

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

に
つ
い
て
は
12
万
３
千
円
）
以

上
、
48
万
７
千
円
以
下
。

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と
。

▼ 

受
付
期
間　
５
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　

   

～
５
月
10
日
（
金
）

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

先
着
順
に
申
込
受
付
及
び
入
居

資
格
の
審
査
を
し
、
募
集
戸
数
に

達
し
た
時
点
で
申
込
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　

　

平
成
25
年
６
月

▼ 

募
集
す
る
団
地

かいやま団地
（木造2階建・H10年）

団地名／構造・建築年

大字貝山字馬場33番地

所在地

家賃：41,000円

２DK
１戸

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

１階・単身

▼ 

問　

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
役
場
３
階
）

　

 　

   

☎
62-

２
１
１
３

＜ 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 ＞

※ 駐車場使用料は１か月 2,000 円です。

広 告 欄



　台風 ･ 集中豪雨などの風水害は、日頃からの備えと、早めの避
難が大切です。

《日頃の備え》
● 地域の発生しやすい災害と危険箇所を確認しておく。
● 家族との連絡手段を確認しておく。
● 家の周りを点検し、飛ばされそうな物や流されそうな物は、補強
　したり、家の中へしまう。

《避難する前に確認》
● テレビやラジオで気象・災害情報を収集する。
● 非常持出物を携行する。
● 家族と連絡をとり、早めの帰宅を心がける。

《避難する場合は》
● 動きやすい靴を履く。
● 一緒に避難する場合は、はぐれないようにする。
● 足元を確認しながら歩行する。

風水害に
　　　備えましょう

◆ 問い合わせ先　田村消防署 三春分署 ☎ 62-4049

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

 

午
前
８
時
35
分
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
ス
タ
ー
ト

▼ 

場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

 　
　
　

☎
26-

１
１
７
１

▼ 

参
加
費　
３
、０
０
０
円

▼ 

親
睦
会
費　
３
、０
０
０
円

※ 

午
後
６
時
か
ら
三
ツ
美
屋
旅
館
に
て
表
彰
式
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

▼ 

プ
レ
ー
費　
セ
ル
フ
７
、５
０
０
円
（
キ
ャ
デ
ィ
は
い
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
　

 （
食
事
、
ワ
ン
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
）

▼ 

競
技
方
法　
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア 

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ

▼ 

申
込
期
限　
５
月
24
日
（
金
）

※ 

参
加
費
を
添
え
て
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

そ
の
他　
当
日
欠
席
の
場
合
は
、
参
加
費
・
懇
親
会
費
を
返
却
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
希
望
の
組
合
せ
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
そ
の
旨
を
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
４
人
１
組

で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼ 

申
込
・
問　
JA
た
む
ら
三
春
支
店
（
担
当 

鈴
木
・
佐
久
間
）

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

２
１
３
３

広　
告　
欄

● 

阿
武
隈
川
水
防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

福
島
市
清
明
町
・
南
町
地
先
（
阿
武
隈
川
支
川
荒
川
高
水
敷
）
に
お

い
て
、
阿
武
隈
川
流
域
23
市
町
村
・
福
島
県
・
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
が
主
催
と
な
り
、
阿
武
隈
川
水
防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼ 
日
時　
５
月
26
日
（
日
）
午
前
8
時
～

▼ 

場
所　
福
島
市
清
明
町
・
南
町
地
先
（
阿
武
隈
川
支
川
荒
川
高
水
敷
）

▼ 

主
な
内
容

　

木
流
し
工
法
、
一
般
住
民
に
よ
る
避
難
訓
練
、
シ
ー
ト
張
工
法
、
孤
立
住

民
の
ヘ
リ
救
助
訓
練
、
月
の
輪
工
法
、
埋
没
車
両
か
ら
の
救
出
訓
練
な
ど

▽ 

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
展
、
福
島
市
物
産
展
も
同
時
開
催
。
入
場
無
料
。

▼ 

問
▽ 

福
島
河
川
国
道
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

５
４
６-

４
３
３
１

▽ 

総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
‐
プ

　

 

☎
62-

１
１
１
４

31

今
年
度
も
継
続
し
て
畑
を
借
り
た

い
と
い
う
方
も
左
記
の
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
資
格

① 

町
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

② 

定
期
的
に
畑
の
管
理
が
で
き
る

こ
と
。

③ 

自
分
で
あ
る
程
度
農
作
業
が
で

き
る
こ
と
。

▼ 

申
込
・
問　

▽ 

さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
 

☎
61-

１
５
４
６

▽ 
三
春
の
里
田
園
生
活
館

　

 
☎
62-
８
０
１
０

〈
三
春
の
里
周
辺
の
畑
を
無

償
で
貸
し
出
し
ま
す
〉

　

さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
三
春
の
里
田
園
生
活
館

で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
農
作
業

と
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し
て
頂
く

た
め
に
、
三
春
の
里
周
辺
の
畑
を

無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
体
験
し
、
自
分
で
野
菜

を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
希
望
が

あ
れ
ば
作
業
の
指
導
も
い
た
し
ま

す
。

※
昨
年
、
畑
を
借
り
て
い
た
方
で

募　

集

広 告 欄



　
平
成

2
5
年

5
月
１
日
発
行

毎
月
１
日
１
回
発
行

編
集
発
行
／
三
春
町
役
場
総
務
課
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
4
7
-6

2
-2

1
1
1
（
代
）


0
2
4
7
-6

1
-1

1
1
0

〒
9
6
3
-7

7
9
6
　
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字
大
町
１
-
２

e
ー

m
ail:m

iharum
g@

tow
n.m

iharu.fukushim
a.jp

広
報

み
は

る
2013.5
№

1002

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

① 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売しています。）
② 車内中吊り広告募集中です。詳細はお問い合わせく
　ださい。

今月のバス運休日：5・12・19・26 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎	あいさつは　心のドアを　ノックする（佐久間健・要田中学校２年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 22 ページに掲載しています。5 月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
～
12
時
）

三春春まつり（～26日・町内）

春季特別展（～26日・歴史民俗資料館）

平成25年度土地・家屋価格等帳簿縦覧（～31日・三春町役場）

第2回三春時代行列（9時～15時・中心市街地）

のびのびの日(9時～11時・子育て支援センター）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

総合集団健診/中町(7時30分～9時受付・保健センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

総合集団健診/荒町(7時30分～9時受付・保健センター）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

総合集団健診/八幡町(7時30分～9時受付・保健センター）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

狂犬病予防注射（9時～・町内）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

総合集団健診/大町・北町（7時30分～9時受付・保健センター）

総合集団健診/新町（7時30分～9時受付・保健センター）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

総合集団健診／熊耳、南成田、北成田、庄司（7時30分～9時受付・要田地区交流館大平荘）

総合集団健診/八島台（7時30分～9時受付・八島台集会所）

木曜おはなし会（放課後～・町民図書館）

食育講座　離乳食編　前期～中期（10時～11時・子育て支援センター）　

16（木）
17（金）

　　18（土）

21（火）

22（水）

23（木）

24（金）
25（土）
26（日）

28（火）

29（水）

30（木）

31（金）

こころの健康相談会（13時30分～・保健センター）

総合集団健診／鷹巣、斎藤、沼沢、西方（7時30分～9時受付・中妻地区公民館）

おりがみクラブ(9時30分～・中央児童館）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

今後の保育所・幼稚園の方向性についての説明会（10時30分～・第2保育所）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）

献血車来町(9時30分～17時・町内)

みちのくダム湖サミットin三春(13時～17時・みはる交流館）

乳幼児健診・1歳6ヶ月児（13時～13時30分受付・保健センター）

保健センター開放日/子育てサロン（10時～11時）/食改さんのおやつやさん

理科クラブ（9時30分～・中央児童館）

カブトムシの幼虫採集（10時～12時・自然観察ステーション）

さくら湖周辺プランクトン観察会（10時～12時・自然観察ステーション）

遊びの広場（10時～11時30分・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

総合集団健診/青石・実沢・富沢（7時30分～9時受付・沢石会館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

総合集団健診/過足・春沢・蛇石・滝・柴原・狐田・樋渡・根本（7時30分～9時受付・中郷地区交流館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

総合集団健診/込木・芹ケ沢・貝山（7時30分～9時受付・保健センター）

1（水）

5（日）
7（火）

8（水）

9（木）
　

10（金）

11（土）
12（日）
13（月）
14（火）

15（水）
16（木）

※平成24年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】5月 14日（火）午前９時30分〜 12時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】5 月 7 日（火）午前 10 時〜午後 3 時	
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】５月7・14・21・28日（火）
　午前９時〜 12時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】5月 10日（金）
　午後１時〜３時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎62-3166

●●●今月の相談●●●

受診の際には、健康保険証を忘れずにご持参ください。

福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp
田村医師会　　http://www.tma.or.jp/

5月3日
4日
5日
６日
12日
19日
26日

春山医院
中央通りクリニックやない
公立小野町地方綜合病院
大方病院
せんざき医院
青山医院
橋本医院

三春町
船引町
小野町
船引町
三春町
常葉町
小野町

☎62-3239
☎81-2662
☎72-3181
☎82-1117
☎61-2777
☎77-2015
☎72-3711

（金）

（土）

（日）

（月）

（日）

（日）

（日）

田村市

田村市

田村市

人口17,573 人（-60）う
ち男性8,512 人（-35）・女性 9,061 人（-25）／世帯数 5,495世

帯（-11）人口・世帯数

5月 31日（金）　固定資産税	第 1期　軽自動車税	全期納  期  限

マーク 休 は、町営バス「さくら号」の運休日です。

休

休

28

2 3 4

10 119

17 1816

23 24 25

1

86

12

7

1513

19

14

2220 21

５

26

町営バス運休カレンダー（5月）

日 月 火 水 木 金 土

27 29 3130

※	平成 22年 10月 1日国勢調査の人口基準・平成25年 4月 1日現在（前月比）


